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と E 護 で 可 失 ビ TVEABC 衝 誤 委 人 
還 EHECHEFTS は 5 習 更 有 笛 末寺 ッ は 」 LABC 
si 間 6 お 基 3 mp 記 
第 は enymHT 過 Yo " 請 寺 紹 Wivw すい co 生計 AN 同 導 ああ 記 芝 
Ya 名 デ www.LjveABC.comm 


UM ここ 
ーー っ 
ーー 3 


上 IM Learning 企業 線上 英語 課程 
上 班 族 毎 天 7 0 分 鐘 
中 英 語 真 軽 表 ! 
職場 培 串 及 自我 英語 進修 首 沿 


誰 最 需要 生活 英語 X 商業 英語 
社 便 新 鮮 人 求職 生活 15 級 + 商業 

超 2000 課 影 音 互 動 課程 
mm 軌 聴 説 請 宮 全 包 式 學 習 
ー ツ 多 益 模擬 分 級 測 験 & 多 益 季 考 
| 出 國 旅遊 自我 進修 任 何時 間 、 地 申 ヽ 無限 學 習 


p 影 音 互 動 功能 聴 説 能 力 大 浴 歩 
タテ 


想 為 企業 朱 到 
英語 培 訓 方 案 


専 人 簡 報 預 約 専 線 
02-25782626#219 


文 雑 誌 使用 説明 


草 元 難度 還元 名 稲 


「 初級 」「 初中 級 三 類 * 


文 詞 性 標示 説明 


【 名 】 

【 い 形 】 

【 な 形 】 

【 副 】 

【 接 続 】 

【 感 】 

【 動 | 自 】/【 動 | 他 】 
【 動 中 自 】/ 【 動 昌 他 】 
【 動 川 自 】/ 【 動 川 他 】 


貼 洪 至 深 ・ 共 分 放 基礎 」 


學 習 項目 分 類 
標示 訪 還 元 適 宜 


「 遇 」「 説 」「 請 」「 窟 」 


中 孔 導 項目 的 學 尾 < 


學 習 焦 中 


文中 重 箇 片 語 、 句 型 、 慣用 語句 肥 特 殊 名 詞 的 説明 


と すす すす と すす と ん 


中 証 Play All 園 示 [ 課 文 明 証 軌 敷 


必 動 千 計 筆 後 ・ 請 投 請 看 Cp 軌 敷 標示 ・ 來 著 
屋 此 慮 取 肌 課 文 全文 互 動 光 人 中 課 文 的 正常 束 
時 詩 * 誠 計 及 慢 速 概 詩 


・ "で Przmrzr ram 


トー せい で 生 基 - 凍 練 

二 方 " 放 な 六 大 馬 で ある | + せい で 。 
NTT 
ロロ 


IEEE は 
・ 話 3 いろんな ま e 信 っ て . 誠 | 
し た 


ナリ 
まし 


> な る ほど 
ん 

人 
・ を も は で 、 う わき に 某 い て いま し た び 、 ス マネ 
で すべ で 本科 窒 で きる ん て 、 こ の アプ リロ 


重 四 昌 字 
文中 必 備 應 用 晶 字 的 解説 


回 方 反 内 的 衣 字 為 還 字 重 音 * 


名 詞 

い 形 容 詞 / 形容 詞 

な 形容 詞 / 形容 動詞 

副詞 

接 績 詞 

感嘆 詞 

動詞 第 | 類 自動 詞 / 他動詞 
動詞 第 中 類 自動 詞 / 他動詞 
動詞 第 員 類 自動 詞 / 他動詞 


講 を うま くわ たっ 


いう 33LoU 
・ し じみ の 汗 な さり 仙 に みて 、 介 直り 衝 し 


まし た 
Td 


人 本 


介 で す な 
人 伸夫 胃 ieiG 細 の 宮 
PT LX 

よこ と を すず 得 ・ TE 
電線 衣 共 か 多 財 こそ 。・ 香 梨 "本業 拓 - すす ます お ER 
LE 月 
・4 畔 を 、 ま ド ォ ー ト バイ の 入 失 ある そ 還っ du を AA の で 、 3 
OCT RT 


動 上 本 


| 5 日 本 3 O 皿 2E 還 re 16 語 Ei| フフ 


と て に 【 ちい こい 3 お や あい じょう ea 
ek 小さ な 恋 の うた 親 の 愛情 を こめ て 、 
英才 子供 の 長寿 を 願う 
・ 決 定 地 叶 / 放 賞 風景 / 在 地 美食 / 手 影 | 小 小 比 歌 還 
・ 用 中 首 温 柔 的 歌 改 世 界 纏 酒 讐 親愛 意 * 耳 願 荒 子 長 
mal 10 pe 


か 。 て っ * 七五三 的 服装 興 浦 義 
地下 鉄 

地 鐵 

・ 論 問 路線 


・ 論 問 韓 乗 方 式 
・ 論 問 出品 


6 | の W 。 ポ 1 24 
2 noa じい 形 容 詞 の 変化 と 


日 本 電影 私 pd: 押 


基礎 16 「:: 太 アク セン ト 
喜 箇 に 行こ う 七 つ の 会 議 い 形 容 詞 的 細 化 和 重 音 
トン 七 個人 議 *・ い 形 容 詞 怒 化 之 重 音 級 音 原則 
去 提 箇 
。 指 血 相 脱 用 語 ・ 向 全日 本 國 人 提 問 ・ 何 計 工作 正義 ? 


級 | プ O 


受身 形 


動詞 受身 形 的 細 化 及 鷹 用 
・ 受身 形 殺 型 及 接 績 方 式 


EET 当 pre| 8 皿 還 四 pre| 44 四 mmWsw| 56 
因幡 の 白兎 滋賀 王様 ? 王 さ ん 7 | 


四 * Ci 
。 和 全 出 紗 計 ・ 利 用 久居 海 | 自然 和 歴 史 悠久 的 湖 國 森 u a8 大 財  i 


・ 負傷 人 白 旬 務 到 仁 鵜 的 大 國 主 命 | ・ 琵 琶 湖 、 滋 賀 城 、 信 挟 焼 等 ・ 日 語 中 「 様 」 明 " さ ん 的 屋 別 肥 
経典 風景 應 用 
- 地方 限定 美食 年 輪 二 欄 近江 牛 、 
還 | 測光 Te1 


* 深 受 在 地 人 愛 戴 的 琵琶 湖 よい し ょ く 
退職 の マナ ー 
離職 時 的 簡 節 

: 決定 離職 時 應 圭 的 職場 簡 儀 


N ・ 向 主管 表 達 酔 意 的 痛 話 範 例 


初級 | う 24 60 

た い 。 わん ちょ よう 。 よう 主題 式 真 人 合 話 初級 | 
台湾 の 重陽 の よこ | 
に 訪問 する | 

独 訪 他人 的 説法 | 
台 半 的 重陽 節 ・ 進 門 前 的 寒 暗 | 
* 重陽 節 的 歴史 信 統 省 俗 * 送 本 
* 現代 往 會 中 敬老 祭 宜 的 意義 初 | に 2 < 準備 告 矢 

寝耳 に 水 


晴天 吉 茜 
・ 意 義 説 明 及 例 名 、 全 話 練習 


xn 54 

mW の 作り 方 を 引 PPEmm eeesl64 
し よう N3 模 擬 テ スト | 
軒 介 紹 料理 方 法 N3 買 戦 演 練 | 


* 如何 以 日 語 説明 料理 方 式 
| ・ 常 用 的 京 錠 酔 集 和 語句 


-、 
Oc7o の er7 


ノ 現在 還 不 到 紅 葉 季 


6 包 禅 的 山 司 比較 美 
叫 ? 節 ? 


どこ の 山 が きれ い まだ 紅 葉 シー ズン 
か な 。 に は 早い ん じゃ な 
い ? 
り 5) 7 イ 育 之 日 
景 た いい 
Py 体育 の 日 
景色 鑑賞 
20 ノ フ / 依 知 道 遺 附 近 有 仁 
麻 在 地 美食 昌 ? 
在 地 美 食 mm 
ンー パ En が この 辺 の ご 当地 
Hi 
ご 当地 クル メ グル メ っ て 何 か 
知っ て る ? 
8 我 買 了 新 相 機 ・ 所 
ル し 昌 片 < 
揚 照 記 以 想 拍 入 多 照 上 
上 申 新 し い カ メラ を 
の 買っ た か ら 、 た く 
さん 撮り た い 。 


Play All 


) 計 人 な CD/MP3 01 正常 穫 MP3 37 乙 


月 /Mon /Te 


決定 地 軒 


し 、 じ ょ を 


場所 決め 


9 威 引 下 個 月 月 底 便 

時 現 漂 亮 的 顔色 ・ 
月 未 に は きれ い 
な 色 に な っ て そ 
2。 

7 2 還 早 ・ 樹 葉 尚 未完 
全 韓 紅 呪 ・ 
ES 紅葉 に は 
ちょ っ と 早かっ た 

ね 。 


フ 2 即位 簡 正 農 之 儀 
久礼 正 の 
儀 


9 我 想 用 相 機 記録 下 
忠美 的 楓 葉 ・ 
て こう よ う 
この きれ いな 紅葉 
し ゃ し ん の こ 
を 写真 に 残し た 
い 。 


水 / Wed 木 /Thu 
3 我 想 去 賞 楓 ・ 


5 不 錯 耶 ・ 好 久 没 去 


グイ 下 星 期 差 不 多 是 楓 


フ 下 次 体 優 ・ 我 信 要 


去 明 神 明 ? 葉 季節 叩 ? 了 ・ 想 去 看 看 ・ 
と ん ど や す こう よ う み い らい し ゅ う こう よう ひさ 
今度 の 休み 、 ど こ | 紀 葉 を 見 に 行き 来週 あたり 、 紅 葉 いい ね 、 久 し ぶり 

い き せつ み い 
に 行こ うか ? た いな 。 の 季節 じゃ な い ? に 見 に 行き た い 


な 。 


の 回 程 時 要 不 要 順 便 | /(/ 根 葉 松 茸 ・ 真 是 // 希 語 営 天 不要 下 |/2 下 星 期 似 平 是 好 天 
去 叶 松茸 ? 完美 的 計 宙 明 ・ 雨 * 気 嘱 ! 


か が え まつ た け た う よ う まつ た け よ て いび あめ ふ らい し ゅ う て ん き 
帰り に 松茸 も 食べ | 紅葉 と 松茸 、 完 叶 予定 日 に 雨 が 降ら 来週 は お 天気 も 


に 行っ て みな い ? | な プラ ン だ ね ! な けれ ば いい ん だ よさ そう だ よ ! 
けど 。 
76 吐 ・ 紅色 黄 色 的 リグ 到 慮 都 是 逐 瀬 韓 紅 7@ 遺 禅 是 全日 本 最 有 79 日 本 的 秋天 果 然 念 
葉子 好美 嘱 的 樹林 * 名 的 賞 楓 景 早 距 * 人 著 迷 
わあ 、 赤 と 草 公 の どこ も か し こも | ここ は 日 本 で 一 番 日 本 の 秋 は や っ ぱ 
集 っ ば が きれ い だ | 紅葉 し て る ね 。 の 結 講 り ス ポッ り 素 散 だ な あ 。 
ね 。 ト な ん だ よ 。 
フ 3 應 該 選 是 松茸 比較 24 正 値 食 飼 之 秋 呪 < 2 人 26 我 億 去 附 近 的 休息 
有名 叩 ? 敵 ( 道 之 明 ) 叩 * 
や っ ば ぱり 松寺 が 食欲 の 移 だ ね ! どん な B 級 グル 近く の 道 の 駅 に 
よ 
有名 じゃ な い ? メ が ある か な あ 。 | 寄っ て みよ う 。 


3 従 神 折 比 較 美 | 3 7 従 遺 個 角度 拍 比較 
明 ? 好 叩 ? 


どこ か ら 撮 っ た ら | ここ か ら の 角度 が 
きれ いか な ? いい ん じゃ な い ? 
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育 之 日 ・ 
* 寺 人 大 投 人 衝動 
校 常 選 在 骸 育 之 日 提 行 校園 運動 章 ・ 提 昇 
國民 的 身心 健康 


【 遊 台 湯 昌 日 文 】 (34) 先 帯 人 回 顧 台 潜 重 陽 節 的 歴史 淵源 農 

・ 在 雪 白 花 的 被 擬 下 ・ 捜 説 営 天 健 行 登 高 能 遠 放火 

届 時 盛 開 且 全 格 不 非 ・ 可 負 賞 或 加入 酒 中 

飲 下 避 紗 除 此 之 外 ・ 恋 知道 重陽 節 放 風 向 ・ 祭 宜 時 供 奉 衣 粒 的 習俗 
路 ? 請 見 本 文 乾 妃 道 夫 


【 日 本 観光 旅遊 】 (P44) 介 紹 滋賀 麻 的 湖 光山 色 * 滋賀 衣 擁 有 日 
湖 泊 琵琶 湖 ・ 充 清 豊 富 的 自然 生態 ・ 四 季 宜 人 < 和 擁 湖 
2 下 ) 成 為 
中 出産 名 租 和 和牛 近江 和牛 ・ 以 及 介 統 
・ 別 忘 了 鈴 験 池 美食 興 文 化 


在 日 本 ・ 十 月 也 被 説 為 是 食 憩 之 秋 ・ 喜 散 下 計 ・ 品 噌 佳 辿 的 候 ・ 
記 得 翻 閣 【 作文 富 法 】 (P.54) 本 文 以 親子 丼 為 例 解析 京 錠 料 理 


時 ・ RBO 単 字 ヽ 句 型 ・ 譲 候 練 習 日 文 富 作 ・ 創造 恋 個人 専属 的 


大 家 在 日 本 旅遊 搭乗 地 鐵 時 一 定 遇 過 遺 区 情 形 : 想 要 確認 乗車 、 
韓 乗 路線 尋 技 車 敵 出 入口 ・ 或 是 解 決 車 票 使用 上 的 疑 難 雑 症 等 本 
期 【 本 月 】 (P.10) 以 挿 書 及 情 境 畔 話 ・ 介 紹 寅 用 字 腎 及 句 型 普 
為 秋 補 充 説明 東京 複雑 的 交通 網絡 


信 説 中 的 種 往 大 國 主 命 ・ 個 性 仁 慈 ・ 他 和 末 革 便 八 十 細 前 往 因 幅 
國 的 路上 ・ 巧 時 一 隻 被 給 魚 攻撃 面 負傷 累 累 的 白 葛 > 白 梨 先 後 向 大 國 
主命 和 八 十 利 身 訴 自 己 的 遭遇 後 ・ 他 便 會 有 仕 摩 反 應 興 作 為 叫 ? 本 期 
【 日 本 故事 集 】 (P28) 秒 帯 災 進 入 日 本 年 話 的 世界 

其 宅 學 習 晶 元 如 文法 句 型 一 本 通 】 (P.26) 解 説 日 文中 常 見 的 受 
身 形 及 接 績 方 式 ・ 並 提供 例 名 供 証 者 學 習 > 【 職場 常識 百科 】 (P.58) 
説明 職場 上 離職 時 庵 書 的 邊 儀 :【 主題 式 真人 會 話 】 (P60) 則 壮 候 了 
解 ・ 寿 訪日 本 友人 住所 時 ・ 告 楓 等 日 語 表 達 方 式 最後 加 上 
N3 【LPT 模 擬 試 題 】 (P64)・ 報 助人 提 井 自己 的 日 文 四 力 


誠 撃 記 訪 災 ・ 有 個 充 紳 愉快 的 十 月 ! 


《 ラ イブ 動 日 


ロ ] 全 角 PlIVGAB (5 綱 


文 LiveABC 智 圭 貼 請 健介 文 安 装 申請 音 模 


粘 請 音 模 下載 位置 : 
1. CD-Rom 版 証 者 可 至 互 動 光 人 中 


内 建 
高 品質 喚 躍 と と W' 


駄 請 音 模 資 料 充 下載 
2. 其他 版本 請 者 可 至 LiveABC 官 綱 


USB 20- ニ 一 ーー る 
信 輸 協 / 連接 線 


記憶 玉手 槽 ニ 一 一 一 * 
( 防 筆 附 贈 microSD 8G Ko) a 

記憶 1 稼 ) に 電源 角 
電池 村 に 人 


旋 
(24 琉 電 池 ) N 層間 
MP3 
音量 鍵 


使用 前 請 先 完成 LiveABC 知 半 皿 証 筆 的 音 憎 安 装 * 


航 名 剖 四 証 筆 接 上 USB 価 輸 
線 ・ 搬 入 電 脆 連 接 電 ・ 並 放 入 
互 動 光 伯 > 接着 開 違 互 動 光 伯 
的 資料 次 


接着 開 風 「Liv 動 日本 語 訪 
語音 格 」 資料 次 ・ 抽 交 料 交 中 
常 月 Live 互 動 日 本 語 是 証 音 
税 ( 副 名 為 .ECM) 的 樺 案 複 
製 到 箇 藤 中 主筆 /book 資料 
科 中 * 


1. 肖 角 講 筆 光 時 ぁ 。 mm 
筆頭 指向 た 国 世 中 
半面 的 了 動 左 示 


2. 待 聴 到 「Here We Co」 語 
音 後 即 完成 連結 ・ 就 可以 
開始 學 習 曜 > 


POOLYYYYLL 文 ラ イブ 互 動 日 本 語 請 功能 介 紹 PC 


久 立 
計 戸 可 筑 至 雑誌 訂 購 頁 填 宮 訂 購 思 
一 股 証 者 請 上 官 網 購買 http://www.liveabc.com 


14.6 x 3.1 x 2.4 (CM 還 | 37.5g ( 不 


IE 相 |1*45 AAA) 電池 2 上 


至文 朗 主 

征 選 「PlayAll」 即 可 由 

没 本 を 文 。 晶 字 片 語 所 放 
箕 選 任 一 理 字 ヽ 
片 語 或 例 句 ・ 即 
可 取 午 音 欄 


草 名 播放 
征 選 任 何 一 段 課 文 ・ 
即 可 取 時 朗 証 全 音 * 


更 多 智 療 中 証 筆 介 紹 反 優 恵 方 案 請 上 http://www.liveabc.com 


MP3 38 慢 吉 


ち が そつ 
間 解 5u 四 は 2 地 鍼 
っ “myaAlGmmm 


ロ ED 


④ 駅 構内 回 本 

の ) 券売 機 回 代 票 機 

@ 案内 所 【 和 了 務 台 

O) 駅 員 [3] 問 務 員 

⑤ コン コー ス ] 中 央 大 鷹 

⑤ 自動 改札 機 [] 自動 験 票 間 門 
の ⑦ 1 C カー ドリ ー ダ ー 国 (c 屋 座 機 
時 刻 表 [Q] 時 刻 表 

⑨ 路線 図 上 路線 賠 
監視 カメ ラ | 四 

⑪ エレ ベー ター 上 ] 電 欄 

⑲ 電光 掲示 板 [9] 電子 告示 板 
⑬ ベビ ー カ ー 上 虹 見 推 車 

⑭ 乗客 回 中 

⑮ エス カレ ー タ ー ] 電 扶 入 
駅 広告 日 車 3 廣 告 

@ 非常 ペル 回 困 抽 
車両 ドア 固 W 

乗降 ロロ 上 | 月 台 門 

⑳ ホー ム 円 有人 


行き 方 を 尋ね る 


< の MD グ 旧 CD/MP3 03 正常 重 MP3 39 慢 束 


7 て (だ ) と 如果 ・ 吉 … 


意 即 若 前 項 條 件 A 成 立 ・ 後 項 情況 B 
就 成立 : B 可能 不便 成立 ・ 但 A 通 常 是 
己 経 朋 生 的 事情 ・ 比較 弄 釘 的 表 達 方 式 
尚 可 用 「 て で す と 」 ヽ 「 て ま す と 」* 


・ 日 本 語 が で きる と 、 好 き な ア ニ メ が 
字幕 な し で 見 られ ます 。 


載 小 旭 要 去 原宿 ・ 但 地 銭 路線 邊 複雑 ・ 不 知道 訪 如 何 搭乗 En 
AS に 2 問 申 時 的 説法 
RE 生か 比 名 旋 回 前 往 特 定 目的 地 時 的 基本 人 
・ 何 か お 困り で すか ? 型 要 問 距離 最近 的 特定 目的 地 的 説法 
SBKGSRgBa3EEEER2P675zaaaRaPSkgaEgGagessPanSEegegatkana Rage 尚 有 : 
牙 : あ 、 原 宿 に 行き た いん で す が ……。 ・ 一 番 近 い コン ビー は どう 行け ば いい 
で すか が 。 


通信: 頒 座 線 か 半蔵 門 線 で 、 天 参道 駅 で 降り れ ば 
いい で す よ 。 こ こ か ら だ と 、 銀 庫 線 が 近い 


距離 最近 的 便利 商店 乱麻 走 叫 ? 


ちか 
7. 近い [3 いあ ) 近 的 


で すね 。 ・ 会 社 は 、 自 宅 か ら 近 い 場 所 に ある の 
4 っ 
ゞ い 。。 お も て さん どう えき は ら じ ゅ く い ム 生 埋 補 23 る 
載 : 表参道 駅 か ら 原宿 まで は 、 ど う 行 け ば いい 公司 区 表 邊 近 ・ 衝 方便 
で すか 「? 2 や や こし い ヒ い ゅ 」 複 的 、 麻 的 
OOWOYGYIVigSCGX の ERCESKOKKEMTRGS9NCEiRDREESGETSRETG9SESSIYDOITRDGSEERSGRRE 人 8 < や や こし い 人 間 関 係 に な る の は 苦手 
る うと う e ん は お も て さん どう ぐう ほう めん で す 。 
通行 人 : 実 参道 を 明治 神宮 方 面 に まっ すぐ 歩い て い 我 不 皇 長 紗 雑 的 人 際 開 係 
< と 飛 宿 駅 着き ます 。 も し 原宿 駅 に ーーー…… PR 6 
直接 行き た けれ ば 、 』 R が いい で すね 。 行人 : 有 侍 電 要 民 的 ? 1 
MP : 載 : 咽 ・ 我 想 去 原宿 ……< 
1 症 の : 行人 : 学 銀 座 線 下 半 状 門 線 ・ 在 表参道 始 
載 : 近い 場所 で 違う ー 下車 就 好 了 ・ 従 中 出 融 的 話 搭 
近い 場所 で も 、 駅 名 が 違う っ て や や こし い ve 
で すね ! 3 載 : 那 表参道 冶 到 原 宿 冶 訂 訪 訂 走 


5 呪 ? 
: 行人 : 治 著 表 参道 一 直 往 明治 利 宮 的 方 向 
: 走 ・ 就 會 到 原 宿敵 若 恋 要 型 接 抵 
達 原宿 問 ・ 就 要 搭 乗 R 線 
載 : 明 明 是 入 近 的 地方 ・ 敵 名 秀 不 一 様 
真 複雑 咽 ! 


乗り 換え を 尋ね る 


< ny Al WT 


駅 員 : は い 。 まず は | 比 谷 線 の 中 1 黒 行き に 乗っ て 、 
は つ ち ょ う ぼ り 


二 其 昌 で ド 車 し て くだ さい 。 


沙 く 離 が 長い の で 、 乗り 換 
え の ほ う が 楽 で す よ 。 


駅 員 : 構内 で 


ュ PVFEN 


は っ ちょ う ぼ り まい は ま 


八丁 堀 で JR 京葉 線 に 乗り 換え て 、 多 浜 
応 で ト す れ ほ すぐ 200.20c 2 NiKk 記 


し ゃ は っ ちょ う ぼ り 


2 其 羽 から 多 沢 まで 、 時 間 は どの くら い 
か か り ま すか ? 


駅 邊 : 10 分 ちょ っ と で すね 。 


- 詞 問 所 需 時 間 的 説法 
此 為 論 問 移動 車 程 所 需 時 間 的 基本 句 
型 欲 指定 特定 交通 工具 時 ・ 在 「 ど の 
くら い 」 前 加 上 「- で 」 接 績 
< 清水 寺 ま で 、 バ ス で どの くら い 時 簡 
が か か り ま すか 。 
措 公 車 前 清水 寺 要 多久 時 間 明 ? 


7. 長い 回 Cy」 (距離 、 民 寸 ) 長 的 、 
(時 間 ) 長久 的 


・ 私 は 髪 の 長い 女性 が 好み で す 。 


本 


我 喜 攻 頭 髪長 的 女 生 < 
・ 病院 で は 、 い つも 長い 時 間 待た され 
ます 。 


在 牙 院 候 診 時 間 綿 是 入 久 * 


2 乗り 換え ます 回 ( ゅ ei 換 和 電車 


・ 渋 谷 に 行く に は 、 次 の 駅 で 乗り 換え 
ます 。 
要 去 潔 谷 的 話 ・ 要 在 下 一 中 韓 乗 


… 中 文 可 斉 … 
・ 請 問 一 下 ・ 瑞 士 尼 楽園 謙 去 ? 
員 : 好 的 ・ 先 搭乗 日 比 谷 線 往 中 目黒 
方 向 的 車 次 ・ 在 八丁 堀 敵 下車 

車 : 不 是 在 東京 車 敵 韓 車 貴 ? 


車 比較 軽 双 曜 
車 : 那 我 知道 了 * 


癌 下車 ・ 敵 士 尼 染 園 就 在 茅 


車 : 八丁 堀 引 到 舞 泊 交 生還 時 間 約 多久 


? 
: 十 幾 分 鐘 叩 < 


員 : 閣 内 徒歩 距離 較 長 ・ 在 八丁 堀 癌 韓 8 


員 : 在 八 本 堀 交替 京葉 線 ・ 在 舞浜 


出口 を 尋ね る 


< の MV が 中 CD/MP3 05 正常 


te 


茶 天 ・ 車 小 尋 朋 友 約 好 要 去 看 歌舞 伝 表 演 ・ 由 於 足 第 一 
次 去 ・ 於 是 好 在 旅客 服務 中 心 放 問 出口 < 


員 ば し た 。 | い な ん ば ぱん で ぐち で 
還 : あの 、 こ の 場所 に 行く に は 、 何 番 出口 を 出 
れ ば いい で すか ? 


歌 名 作 庫 で すね 。 3 番 出 口 で す 。 出 た ら 、 
すぐ 邊 の 前 に 見 えま す よ 。 


章 : わか り ま し た 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 
それ か ら こ の 切符 、 自 動 改 札 を 通ら な か っ 


淡 員 : お 右 か り し ます ね 。 折り 曲げ た りす る と 、 
うま く 反 応 し な いこ と が ある ん で す よ 。 


重 : あり が と う ご ざ いま す 。 


學 習 焦 距 


7. て こと が ある 有 時 、 偶 策 
比 句 表示 有 時 、 偶 的 情 形 ・ 融 生 頻 率 
寺 高 的 事件 則 不全 使用 此 句 型 
・ 会 社 の パソ コン は 、 長 時 間 使 うと 
フリ ー ズ する こと が ある 。 
公司 的 電 騰 長 時 間 使用 下 来 ・ 有 時 會 営 機 


7. 自 の 前 回 (a 最前 面前 
・ 自 転 車 に 乗っ て いた ら 、 笑 然 自 の 前 
に 央 が 飛び 出し て きた 。 
騎 脚 踏 車 時 ・ 有 一 隻 狗 突然 在 我 面前 衝 出 
来 e 
の 切符 回 (る ) 車 票 
・ 紙 の 切符 っ て 、 エ コ じ ゃ な いよ ね 。 
紙 製 的 車 票 不 是 入 環 保 < 
3. 折り 曲げ ます 回 mr 折 電 
・ 本 の ペー ジ を 折り 曲げ る の は 、 父 の 
悪い 癖 だ 。 
敵 書 頁 折角 是 六 符 的 壊 習 慣 


車 : 那 個 ・ 請 問 各 果 要 去 中 神 ・ 要 従 砂 : 
一 個 出口 出 敵 明 ? : 


1 癌 務 員 : 星 歌 人 座 笛 ? 那 就 是 三 革 出 


山中 後 馬上 就 全 看 到 明 。 
車 : 我 知道 了 < 謝謝 ・ 男 外 ・ 渋 無 : 
法 通過 自動 開門 1 


3 敵 務 員 : 議 我 査 一 下 本田 了 ・ 因 比 無 : 


法 正常 威 應 * 
車 : 原 來 是 遺 様 ・ 不 好意 思 * 
員 : 没 開 係 ・ 請 従 息 神 出 癌 < 
車 : 謝謝 作 


トム 誠 人 人 人 人 人 な 人 全 0 の 人 人 ム 人 人 、/ L4 AN た yk に の ん 人 人 人 2 
)6 6 00c6 0 049 6 0⑳0 6 の 0⑥0 600600005 の 0000 6 の 6 
0 00000000 00000000000 と ニニ っ 000000000 0000000000606 


う きょう FC た の の 
%? 恥 名 に 惑わ され る な ! や や こし い 業 誠人 
0 別 被 計 名 誤 導 了 ! 念 人 困 感 的 東京 鐵道 
00 6 東京 的 地 鐵 路 線 像 血管 一 様 四 通 八 達 箇 且 非常 方 便 > 然 面 有難 車 交 即 使 癌 名 相同 ・ 但 費 際 地 
9 軒 相 隔 入 遠 ・ 或 即 使 問 名 不同 ・ 但 其 宴 地 藝 接近 ・ 若 参照 地 鐵 路 線 園 ・ 也 會 有 今 人 難 以 理解 的 湊 
600 況 * 遺 次 譲 我 便 為 全 介 紹 容易 譲 乗客 混 浦 的 知名 車 敵 > 


中 名 一 様 ・ 針 相 隔 入 遠 


十 國 芝 

都営 地 鐵 大 江戸 線 和 JR 綿 
武 線 的 雨 國 敵 ・ 最近 的 車 
敵 出 入口 也 相 隔 了 四 百 公 
尺 的 距離 


蔵前 冶 


線 ・ 但 蔵前 敵 没 有 連 結 十 
線 的 地下 月 台 ・ 所 以 必須 
出 芝 韓 乗 


後生 園 冶 

東京 Metro 地 鐵 丸 之 内 線 
和 南 北 線 都 有 後 染 園 癌 ・ 
但 車 敵 相差 八 層 横 之 高 < 


湿 谷 六 
東京 Metro 地 鐵 的 銀座 
線 、 半 蔵 門 線 ヽ 副 都 心 
線 ・ 思 有 東 急 田 園 都市 
線 ・ 再 加 上 )R 線 共 構 的 湿 
谷 敵 ・ 動 線 非常 混 各 


| 池袋 冶 
都 管 地 鐵 大 江戸 線 和 都 管 
地 鐵 浅 草 線 都 是 地下 路 


東京 Metro 地 鐵 的 丸之内 
線 、 有 健 町 線 ヽ 副 都 心 
線 ・ 以 及 JR 共 構 的 池袋 
癌 ・ 車 千 月 台 四散 各 慮 ・ 
韓 乗 不便 < 


浅草 癌 

東京 Metro 地 鐵 銀 座 線 和 

都 管 地 氏 浅 草 線 的 浅草 

問 入 近 ・ 但 離 筑波 快 線 
(TSUKUBA EXPRESS ) 


的 浅草 癌 歩行 需 七 八 分 


敵 名 不同 ・ 但 地 鞭 接 近 


都 燕 地 鐵 新 宿 線 小川 町 癌 
= 東京 Metro 地 鐵 丸 之 内 
線 淡路 町 = 東京 Metro 
地 鐵 千代 田 線 新 御 茶 水 交 


jR 原 宿敵 = 東京 Metro 地 
鐵 千 代田 線 ヽ 副 都心 線 明 
治 得 宮前 六 


JR 東京 晶 軌 電車 濱 松 町 店 
= 都 光 地 鐵 浅 草 線 大 江 
戸 線 大 門 問 


JR/ 東 京 Metro 地 鐵 日 比 谷 
線 秋葉 原 敵 = 都 稿 地 氏 新 


JR/ 東 京 Metro 地 鐵 有 泉町 
線 且 町 癌 = 東京 Metro 
地 鐵 日 比 谷 線 、 千 代田 
線 、 都 航 地 鐵 三 田 線 日 比 
谷 冶 


東京 地 鐵 銀 座 線上 野 腐 小 
路 冶 = 都 稿 地 鐵 大 江戸 線 
上 野 御徒 町 癌 = jR 御 徒 町 
癌 = 東京 Metro 地 氏 日 比 
谷 線 仲 御徒 町 中 


JR 馬 鳴 町 癌 = 都 準 地 鐵 新 
宿 線 馬 只 横 山 冶 = 都営 地 
鐵 浅草 線 東日本 橋 語 


Lteih 。。 |" 
淳司 は 献血 ルー ム に 行き まし た 。 


アー ズー 淳司 去 指 血 中 心 提 血 < 
) 記 

2 こん に ち は 、 献 血 が 
し た いで す 。 
作 好 ・ 我 想 揚 血 


は い 、 と ちら へ 
だ うき 
好 的 人 直 請 * 


けん し ょ う 7 けん けつ 


. 着 隊 は 淳司 の 保険 証 と 濁 皿 カー ド 
を 受け 取り まし た 。 
護 理 師 収 取 了 淳司 的 健保 本 和 損 血 二 


淳司 は 献 四 を し に 行き まし た 。 


献 軸 カ ー ド は ご ざい ます か ? 
滞 二 血 了 


候 有 提 血 本 忠 2 


重 竿 軍 字 


7. 保険 証 回 健保 


* 保険 証 を な くし て し まい まし た 。 
我 不 小心 把 健保 本 弄 去 了 * 


2. お 願い し ます 加 mue 独 託 委託 
・ こ の 書類 を 日 本 語 に 訳す の を お 願い し て も [ 3 内 し 。。 じゅ ん じ も ん し ん ひょう 。 き に ゅ う ね が 
e 看護 師 は 淳 司 に 問診 表 の 記 入 を お 原 


いい で すか 。 2 
能 不能 悲 作 錯 我 把 中 資 料 翻 衣 成 日 文 此 ? (PE 引 提 選 折 
護 理 師 請 淳司 填 冨 問診 表 格 


3 ベッド 回) 床 
<・ 私 は 新しい ベッ ド を 買い まし た 。 
我 買 了 新 的 床 * 


し ょ うど く 


4. 消毒 し ます [| ( 量 !) 消 毒 
・ 家 に 帰っ た ら 、 石 けん で 手 を 消毒 し ます 。 
回 家 之 後 ・ 我 用 肥 全 消毒 骨 手 
5. も らい ます | 〔 重 他 接 受 、 収 到 
・ 友達 か ら 誕生 日 プレ ゼン ト を も らい まし 
本 上 


の 護 師 は 淳司 の 血液 を 検査 し まし た 。 7 喝 
護 理 師 検 測 了 淳 司 的 血液 淳司 等 待 抽 血 完 蜂 > 


も うす ぐ 終 わり ます よ 
馬上 就 結束 也 


な いで す よ 。 
可以 次 有 問題 


プ 。。 ド の 上 で 横 に な り ま し た 。 着 護 師 は 採血 針 を 

淳司 在 床上 山下 * 本 - 護 理 師 舟 抽 血 針 扱 了 出来 5 

SE 光 
左手 也 可 以 路 ? 


どちら の 手 で 採血 を し ます か ? 
人 要 用 中 一 代 手 抽 血 叫 ? 


ペ 


1 淳司 の 腕 を 消毒 し 、 採 血 針 を 最後 に 、 淳 司 は ジュ ー ス と クッ キー を 
K 
齋 し まし た 。 も らい まし た 、 
護 理 師 消毒 了 淳司 的 手 腎 ・ 再 把 抽 血 針 所 進 去 最後 ・ 淳 司 信 到 了 果 汁 和 餅 乾 


少し チク ッ と し ます よ 
合 生 微 刺 痛 叫 


は い 、 0 
水分 補給 を 忘れ ず に 。 
好 的 > 回 家 之 後 別 忘 了 補 
充 水分 曜 * 


ちい こい 
小さ な 恋 の うた 


【 


ャ ply Al GIEZ YE 
この や さ し い 歌 が 世界 を 変え る 

日 本 と アメ リカ 、 フ ェ ン ス で 隔 て られ た ふた 
つの 「 国 」 が 存在 する 、 沖 縄 の 小さ な 町 で は 、 
ある 高校 生 バン ド (佐野 田 斗 、 森 氷 化 希 ) が 替 
い 人 気 を 集め て いた 。 自作 の 歌 を 歌い こなし 、 
見 る も の を 狗 狂 させ る その 実力 で 、 東 京 の レ 
ー ベ ル か ら ス カウ ト を 受け 、 な ん と プロ デビ ュ 
ー が 決ま る 。 し か し 、 間 び の 絶頂 で 盛り 上 が 
る 彼ら に 一 台 の 車 が 突っ 込み 、 バ ンド は 行き 


死 を 見 っ て し まう 。 そ こ に 現れ た 、 一 曲 の 


デモ テー プ と 、 米 基 地 に 住む ひと り の 少女 
それ ら に よっ て 、 止 まっ た 時 計 


(山田 安奈 ) 。 


の 針 は 前 に 進み 始め る 。 フ ェ ン ス の 向こう 側 に 
友 の 想 い を 届け る た め 、 彼 ら は 再び 楽器 を 手 
に 取り 立ち 上 が る 。 映画 の タイ トル 「 小 さ な 恋 
の うた 」 は 、 沖 縄 で 結成 され た ロッ ク バ ンド ・ 
MONGOL8 00 が 200 1 年 に リリ ー ス し た 楽曲 。 
この 曲 に 込め られ た メッ セー ジ を 導き 出し 、 
ふた つの 国 と 共に 生き る 若者 た ちの 青春 を 描 
く 。 幾度 と な く 細 で を 昼 ね 8 年 に も 及 
未 時 間 を か け て 完成 し た 物 語 だ 。 世 代 や 性 別 を 
問わ ず 、 今 な お 歌い 継が れる この 名 曲 か ら 一 本 
の 映画 が 誕生 し た 。 


用 遺 首 湿 柔 的 歌曲 改 張 世 界 


以 査 欄 隔 出 美 國 日 本 十 國 國 界 的 沖縄 小 鎮 上 ・ 有 個 
高中 生業 園 ( 佐 野 勇 斗 ・ 森 永 悠希 ) 活 芦 了 超 高 人 策 ・ 他 
合 演 唱 自 創 歌曲 ・ 具 有 威 染 聴 下 的 音楽 寅 力 ・ 甚 至 被 東 
京 的 唱 片 公司 相 中 ・ 準備 製作 専 帆 就 在 大 家 攻 大 鼓舞 
之 際 ・ 一 場 突 朋 車 調 押 韓 了 楽 園 的 大 好 前 途 > 此 時 ・ 住 
在 美 軍 基 地 的 少女 (山田 安奈 ) 帯 著 一 首 歌曲 Demo 現 
身 ・ 因 為 好 的 出現 ・ 譲 停 潮 的 時 間 再度 前 進 > 為 了 舟 思 


念 的 心情 億 達 給 住 在 棚 欄 兄 一 端的 友人 ・ 他 合 再 度 拾 起 
> ・ 敵 上 舞台 < 片 名 「 小 小 北 歌 」 是 由 在 沖 縄 組成 的 峡 
] MONGOL800 於 2001 年 毅 行 的 晶 曲 > 電影 濃縮 了 
Wi > 提 和 2 境 ヽ 少年 
少女 合 的 青春 物語 ・ 遺 是 耗 時 八 年 ・ 在 沖縄 営 地 不 世 取 
材 耐 完成 的 作品 < 不 分 世代 、 性 別 ・ 至 今 伯 被 人 唱 的 経 
典 名 曲 ・ 終 於 集大成 為 首 部 完 束 電影 < 
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に KS 


し 
に =! 


影 建 


報 


ま 朝 # 藤 : 音 = 片 * 及 ほ 香 : 


: 田 : 倉 : 森 * 尾 > 岡 : 川 z 川 
浩 : 慎 : 球 : 愛 ほ 光照: 
吾 : 真 : 2 博 s 之 


* グ pya | リ ) 


すべ て の 日 本 人 に 問う 、 働 く こ と の 正義 と は ? 


と う きょう けん で ん えい 


都内 に ある 中 聖 メ ー カ ー・ 東 京 建 電 。 党 


素 一 課 で 万 年 係 長 の 八角 民夫 (野村 攻 間 
は 、 ど この 会 社 に も いる いわ ゆる 「 ぐ うた ら 
社員 」。 
選 戸 官 彦 ( 岡 愛 之 助 ) か ら は 、 そ の な まけ 
ぶり を 叱責 され る が 、 ノ ル マ も 最低 陣 し か 昌 
た さ ず 、 定 例 の 営業 会 議 で は 傍 稚 し て いる 
み 。 絶 対 的 な 存在 の 営業 部 長 ・ 北 川 誠 
(香川 昭之 ) が 進め る 結果 第 一 主義 の 方 針 の 
下 、 社 員 が 寝る 間 を 惜しん で 働く 中 、 一 人 


と っ 


悠々 と 日 々 を 送っ て いた 。 そ ん な ある 日 、 笑 


トッ プ セ ー ル スマ ン で ある 梨 長 の 


- 


故事 舞台 位 於 東京 都内 的 中 堅 企業 東京 建 電 < 管 業 
一 課 的 萬年 組長 八角 民夫 (野村 萬 齋 )・ 他 是 許 多 公司 都 
存在 的 「 猪 隊 友 」・ 経常 被 金 牌 氏 筆 経理 坂戸 宣彦 (片岡 
愛 之 助 ) 奈 責 ・ 他 的 業績 最 差 只 能 序 時 例 行 的 稿 業 會 


議 ・ 面 擁 有 細 時 存 在 威 的 管 業 部 長 北川 誠 ( 香 川 照 之 ) 主 
張 結果 第 一 的 行事 風格 ・ 譲 部 属 連 睡 算 時 間 也 漁 有 ・ 自 
己 御 綿 是 淡 定 自 如 ・ 某 天 ・ 坂戸 間 因 職 樺 騒 援 事件 被 申 


/ コ 


向 全日 本 國 人 提 問 ・ 何 詩 工 作 正義 ? 


然 社内 で 起こ っ た 坂戸 の パワ ハラ 務 動 。 そ し 
て 、 下 され た 上 異動 処分 。 訴 えた 当事者 は 八角 


し ん らい 


し ou. 了 戸 に 対 
する 、 パ ワ ハ ラ 委員 会 の 不可 解 な 武 定 に 揺れ 
る 社員 た ち 。 そん な 加 万 年 二 番 手 に 甘んじ 


て きた 原島 万 一 (及川 光博 ) が 新 課 長 と し て 
着任 する 。 会 社 の 顔 で ある 一 課 で 、 成 績 を 上 


ば げ ば られ ず 場 違い に すら 感じ る 原島 。 誰 も が 経 
BORN だ 


k 壱 思 引 は 想像 を 絶する 秘 徐 と 間 が 隠さ れ 
て いた 。 


訴 且 遭 到 調 職 ・ 申 訴 者 避 是 猪 隊 友 八角 < 坂戸 足 北 川 的 


王 牌 ・ 深 受 北川 信任 ・ 員 工 封 職 樺 騒 援 委員 會 的 裁定 
感 到 不 解 < 遺 営 中 ・ 永 遠 的 萬年 助手 原島 萬 二 ( 及川 光 


博 ) 秀 突 然 被 任命 為 新 課長 ・ 身 慮 在 公司 門 面 的 営業 一 
課 ・ 原 島 因 無法 提 尋 業績 面 感 到 非 常 不適 應 > 遺 是 許 多 
上 班 族 都 経歴 過 的 奮 門 興 組 葛 * 然 面 ・ 遺 背後 件 隠 蔵 著 
超 平 想像 的 秘密 奥 黒 幕 < 


・ 上 映 日 期 : 2019/10/18 
園 片 提供 : 鴻 障 國際 
請 掃 描 QR Code 故 賞 電影 預 告 
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7. 発達 し ます / ノ 進歩 、 玉 2. 詰まり ます ノ 装 清 ヽ 装 入 


嘱 日 本 萬 花 科 


親 の 愛情 を 込め て 、 


ちょ う じゅ 


了 供 の 紀 な を 順 う 
七五三 表 
づく 5 ーー デ 

旨 酒 箱 愛 意 で 3 
新原 入 子 長 半 
(5 


YA さき 


元気 $ 身 藤 て 、 こ の ら 
好 え ま の 


以 活力 突 容 ・ 迎 接 忠 一 天 的 到来 .2 Play All 
と は ? の だ ピー 
七五三 は 日 本 の 伝統 行事 で す 。 1 1 月 に 、3 歳 と 7 歳 の 女 の 子 、 お よび 5 歳 の 男の子 は 、 
家 か ら 近 い 神 社 や お 寺 で 、 健康 で いら れる こと を 祝い ます 。 医学 が 発達 し て いな か っ た 時 代 に 、 
赤ちゃん が 生ま れ て すぐ に 亡くな る こ と が 多かっ た た め 、 供 の 成 長 を 祈る 儀式 が 始ま り ま し 


と く が わ だ い ご だ いし ょ う ぐ ん ち が つ じゅ う ご に 


た 。 江 戸 時 代 の 徳川 第 5 代 将 軍 ・ 網 吉 が 、 1 1 月 1 5 日 に 長男 の た め に お 近い を し た の で 、 


この 行事 が 定 着 し た と いわ れ て いま す 。 当 日 は 、 年 齢 に よっ て ふさ わし い 服 装 を 身 に つけ ま 
ぽう じょう ち と せ あ め て ども くば な が ふく 
す 。 また 、 栓 状 の 千歳 飲 を 子供 に 配り ます 。 旬 、 突 、 松竹梅 な どの 模様 が 描か れ た 長い 秋 に 
っ っ ち と せ あ め いのち な が し ょ うち ょ う 
詰まっ た 千歳 館 は 、 命 が 長く な る 象 微 で す 。 
五 三 是 仕 磨 ? 

七五三 是 日 本 俺 統 習 俗 毎年 的 十 一 月 ・ 三 歳 興 七 歳 的 女 屯 ・ 以 及 五 歳 的 男 馳 ・ 會 前 往 住家 附近 的 紳 祉 或 寺 有 ・ 
慶 説 荒子 全能 健康 品 填 在 過去 腎 學 不 藤 達 的 時 代 : 許 多 軸 見 出生 後 不 久 便 天 折 ・ 因 此 開 始 有 了 為 騙 童 成長 新編 的 儀 
式 s 江戸 時 代 ・ 第 五代 御 軍 徳川 綱吉 為 了 長 男 於 十 一 月 十 五 日 提 行 塵 祝儀 式 ・ 七五三 因 此 成 為 慣例 営 天 : 根 捜 年 


齢 不同 ・ 小玉 會 究 上 合 宜 的 服飾 > 男 外 ・ 也 會 贈 送 小玉 棒 次 的 千歳 糖 ・ 千歳 糖 半 在 長 長 的 袋 中 ・ 袋 子 上 綺 有 鳥 王 、 
鶴 、 松 竹 梅 等 周 案 ・ 象徴 玉 子 生命 綿 延長 毒 < 


、 七 五 三 の 着物 と その 意 
七五三 的 衣 著 奥 意 識 


むか し は 、 乳児 の ころ に 髪 を 剃る と 健やか な 髪 
は し ん さん さい か み 

が 生え る と 信じ られ て お り 、 3 歳 に な っ て か ら 胃 
の は じ さん さい お ん な し = お び むす 

を 伸ばし 始め まし た 。 3 歳 の 女 の 子 は 、 帯 を 結 

き も の うえ ひる ふ か ぶ 。 も の き 
ば ず 、 着 物 の 上 か ら 被 布 と いう 援 り 物 を 着 ます 。 
髪 出 之 記 


古 時 候 的 人 相 信 ・ 幼 見 時 期 剃 髪 能 長 出 健康 的 毛髪 ・ 因 此 直 到 
玉 童 三 其 時 オ 開始 蓄 髪 ・ 三 歳 的 小 女 玉 不 需 繋 上 和服 腰 帯 ・ 面 
和服 上 會 再 披 著 被布 


は か ま ぎ ぎ 
の 儀 
ささ い お と と 。 こと し ゃ か い 。 いち いん と 
5 歳 の 男 の 子 よ 社会 の 一 員 と し て 陰 め られ ま 
ん つき は お り 


す 。 紋付 羽織 裕 を 着 て 、 人生 や 】 記 を 符 に 差し 
ます 。 最近 は 、 ス ー ツ を 着る 男 の 子 も 増え て きま 


裕 著 之 記 

大 的 男 騙 被 税 為 是 和 代 的 一 償 子 會 著 如 有 級 飾 的 和服 外 
奏 有 和裕 ・ 配 計 中 小食 或 選 子 最近 ・ 世 越 越 多 男 玉 改 
丁半 


お び と 

帯解 き の 儀 

いち に ん まえ み と 

7 歳 の 女の子 は 、1 人 前 と し て 認め られ ます 。 
ひも き も の お と な じ ょ せ い 
紐 の つい た 着物 で は な く 、 大 人 の 女性 の よう に 、 
お び ぴ おす ふり そ で 。 き 
帯 を 結ん で 振袖 を 着 ます 。 
千 解 之 宮 


七 歳 的 女 玉 被 富 為 是 一 名 成熟 狼 立 的 大 人 ・ 因 此 不 再 窪 著 純 縄 
式 的 和服 ・ 面 是 像 成人 女性 ・ 繋 上 和服 腰 帯 ・ 窪 著 長袖 和服 < 
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し 電 saepe > | 


上 期 介 紹 了 「 動 詞 幼 化 和 重 音 」 。 遺 期 ・ 譲 我 同和 重里 wa 
放 在 「 い 形容 詞 」* い 形容 詞 會 化 成 「 て く て 」、 「D) < の 


「 て か っ た 」 ヽ 「 て く な か っ た .,」 等 形態 ・ 営 い 形 
容 詞 角 化 後 , 其 重 音 也 會 改 比 遺 次 艇 介 紹 其 基 さ 。 日 
本 規則 * 本 月 主 


けい よう 


い 形容 詞 の 変 変化 と アク セン ト 
形容 詞 的 急 化 和 重 音 


メグ Azumi 老師 ( 虎 安 寿美 )・ 文化 大 押 推 魔 教育 部 日 語 講師 ・ 語 文中 心 日 語 講師 ・ 資 深 日 語 教材 編 帆 
エン の し き ほん 
三 三 ラフ 上 ン ン で ミコ 
衣 博 末 記 冊 い 形 容 詞 の アク セン ト の 基本 い 形 容 詞 重 音 的 基本 原則 


1.- い 
a. 雨 音節 的 い 形容 詞 ・ 其 重 音 訪 頭 高 型 ・ 例 : 
いい 濃い こい) 
b. 三 音節 以 上 的 い 形容 詞 中 ・ 大 部 分 重 音 為 中 高 型 ・ 重 音 會 落 在 倒 敷 第 二 個 音 館 ・ 例 : 
高い (た か い ) 。 うれ し い 
有一 蓄 是 例外 ・ 其 重 音 為 平板 型 ・ 例 : 
赤い (あか い ) 
然 面 最近 ・ 和 平 板 型 義 音 成 中 高 型 的 人 也 逐 潤 毅 多 ・ 例 : 
眠い …[ 平 板 型 | ね むい " [中 高 弄 ] ね むい 
2. て く て ノー か っ た 
* 頭 高 型 形 容 的 問 化 ・ 基 重 音 筐 「 一 い 」 原形 的 導 音 相同 ・ 例 : 
いい 字 よく て よかっ た 
b. 中 高 型 い 形 容 詞 的 毅 化 ・ 其 重 音 依 在 原形 的 前 一 個 音 館 上 ・ 例 : 
高い (た か い ) 写 た か く て た か か っ た 
うれ し い 呈 うれ し く て うれ し か っ た 
然 面 最近 ・ 也 有人 不 改 帝 重 音 面 盲 接 開 音 ・ 例 : 
た か く て うれ し く て 
c. 平板 型 い 形容 詞 的 毅 化 ・ 其 重 音 會 在 「 て く て 」、「 か っ た 」 前 一 個 音 館 ・ 例 : 
赤い (ちあ かい) 補 あ か く て あか か っ た 
明る い (あか る い ) 呈 あ か る く て あか る か っ た 
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単語 を 読ん で みよ う ! 章 字 緑 

便 宮 | 安い (や すい ) | や すく て や すか っ た | | 不便 宮 | や すく な か っ た 
| 限 い (ね むい ) | ね むく て 。 | ね むか っ た | | 和民 | ね むく な か っ た 
Be 
短い フレ ー ズ を 言っ て みよ う ! 短 名 


お いし いも の を 食べ て 、 元 気 を 出す ぞ 。 ゆ 好 攻 的 東西 ・ 打 超 精 神 思 < 


光 守 は 穫 し か っ た 。 祥 汗 は 草 く 鍛 れる と いい な あ 。 
遺 週 視 忙 春 ・ 下 週 要 是 能 早 一 冊 回 家 就 好 了 * 


誠 気 流 は 、 冷 た い 冠 気 と 暖か い 冠 気 が ぶ つか っ て 発生 し ます 。 
則 流 是 因 為 冷暖 空気 交 會 時 所 産生 的 * 


日 本 の ラー メン の スー プ は 濃い そう だ が 、 そ ん な に 浪 く な か っ た 。 
捜 説 日 本 拉麺 的 湯 頭 味道 入 濃 ・ 但 質 際 上 浸 那 麻 濃 郁 * 


連 位 会話 で 練習 し て みよ う ! 合 話 線 


| 光束 打 どう だ っ た ? 人 が 多かっ た ? | 
| 本 : い いえ 。 紅葉 が まだ 始ま っ て いな いか ら か 、 そ ん な に 多く な か っ た で す 。 | 
| 電 : よ か っ た ね 。 天気 は どう ? | 
| 本 : 天気 も よかっ た で す 。 歴 は 時 く て 、 徐 は ちょ っ と 塞 か っ た で す 。 | 
| あ 、 そ うそ う 。 こ れ 、 京 都 の お 十 産 で す 。 宇 治 の お いし い 採 某 で す 。 | 


| 穫 和 0 か っ た ん じゃ な い ? あり が と う 。 

: 作 的 京都 之 旅 如何 叫 ? 偽 多 中 ? 

村 : 梁 有 ・ 可 能 是 因 匂 楓 葉 季節 尚 末 開 始 ・ 所 以 人 潮 当 那 謙 多 ・ 

井 : 那 就 好 ・ 天 気 混 摩 様 ? 

村 : 天気 了 入 好 ・ 白 天 邊 熱 ・ 晩 上 有 叶 涼 ・ 嘱 ・ 詩 了 ・ 遺 足 京 都 的 伴 手玉 ・ 美 味 的 宇治 抹茶 * 
: 吐 ・ 遺 不 是 入 貴 只 ? 謝 妊 休 ・ 
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| 引 半 文法 殺 型 一 本 澤 


「 受身 形 」 的 細 化 興 應 用 


必 Play All 
| D) と 倫 CD/MP3 11 正常 


文型 


ー 愛 才 形 (v) 


第 1 類 動 詞 第 II 類 動詞 
うけ み けい | うけ み けい うけ み けい 


ます 形 | 受身 形 ます 形 受身 形 
呼び ます | 呼ば れ ま す 
ぬ す 7 ぬ す 

沙 み ます | 浴 ま れ ま す 
し か > し か 

叱り ます ” | 叱 ら れ ま す 
動詞 受身 形 導 化 規則 如 下 : 第 一 類 動 詞 特 ます 形 前 面 的 音 改 為 「 あ 段 音 」 之 後 ・ 加 上 「 れ 


ます 」・ 需 特 別注 意 若 ま す 形 前 面 的 音 為 「 い 」・ 則 須 改 為 「 わ 」 再 加 上 「 れ ます 」< 第 二 
類 動詞 和 「 ま す 」 改 為 「 ら れ ます 」 第 三 類 動詞 則 閣 来 ます 」 改 為 り 来 ら れ ま す 」・「 し ま 


す 」 改 為 「 さ れ ま す 」* 


見 ます | 見 られ ます 
褒め ます | 褒め られ ます 


2 
ーー は ほ 。 一 に 一 ( ら ) れ ま 紀 


。 比 句 弄 生 為 直 接 受身 」・ 意 指 主語 補 某 抽象 施 予 某 動作 < 
助詞 「 に 」 表 示 施 予 該 動作 的 抽象 

< 比 句 型 中 的 動詞 應 旋 他 動詞 > = ュー 

私 は 父 に 褒め られ まし た 。 

我 被 父 親 稲 讃 了 < 


E ア ー は に へ を ~ (5 ら ) れ ます 。 ⑫ 
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* 此 句 型 策 為 「 間 接 受身 」・「 を 」 意 指 主語 的 所 有 物 或 身 購 的 一 部 分 ・ 被 某 時 象 
施 予 某 動作 ・ 大 多 是 負 面 的 影響 ・ 助詞 「 に 」 表示 施 予 訪 動 作 的 肌 象 < 


* 此 句 型 中 的 動詞 應 為 他動詞 


私 は 赤ちゃん に スマ ホ を 壊さ れ ま し た 。 > 
我 被 小 明 見 捧 壊 了 智 型 手機 7 ) 


文型 
4 ノ ー が ン ノ は - ( ら ) れ ま す 。 


* 此 句 型 以 事物 為 主 語 ・ 並 且 不 強調 是 誰 持 該 事物 施 予 動作 * 


日 本 の 車 は 世界 中 に 輸 出 され て いま す 。 
日 本 的 汽車 被 外 鉛 到 世界 各地 < 


エリ 
ま に IGG たつ て 。 一 ( ら ) れ ま し た 。 【N4) 


* 此 句 型 用 於 八 逃 某 事物 被 創 造 、 毅 明 等 等 ・ 其 創造 者 以 て に よっ て 」 接 績 表示 


ん ヒ も の が た り わら さき し き さ ぶ 
知 は 紫 式 部 に よっ て 書か れ ま し た 。 
源氏 物語 部 所 抽 


重 購 車 字 
【 浴 み ます 団 ( 動 ! 他 Me 価 次 3. 褒め ます 団 (Wu 誇 美 、 稲 讃 
・ な ん と 会 社 の 機密 情報 が 容 ま れ ま し た 。 ・ 子 供 が よく で き て いる と き は 、 ち ゃ ん と 褒め て 
公司 的 機密 資料 競 然 被 取 了 * あげ た ほう が いい で す よ 。 


1 営 玉 子 表現 好 的 時 候 ・ 應 該 好好 地 誇 毅 他 ( 好 ) 比 較 好 嘱 
. 叱り ます [( 動 ! 他 】 挟 責 
・ 効 強 も し な いで 、 ゲ ー ム ば か り し て いる か ら 、 
骸 に 叱 ら れ まし た 。 
為 我 不 念書 一 頁 在 玩 遊 戯 ・ 所 以 被 婚 婚 黒 了 < 


挿 書 : 噴 了 先生 
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EE 


DA 還 な ば は し ろ うさ ぎ 


日 本 神話 中 ・ 神 祇 「 大 
中 「 八 十 神 」 ・ 大 還 命 多 交 針 受 兄 泊 害 ・ 第 
』 湯 ・ 介 紹 大 國 主 命 興 妻子 「 八 上 比 売 」 結 線 的 契機 ・ 


py An 

むか し むか し 、 神 々 の 時 代 に 、 因 峠 の 国 る 目 、 自 兎 は 海 の サ メ を 見 て 、 い い 王 を 思 
と いう と ころ が あり まし た 。 そ の 国 と 離れ いつ きま し た 。 
た 隊 岐 の 鳥 に は 、 一 匹 の 自 兎 が 住ん で いま 従前 従前 ・ 世 界 方 為 較 的 時 代 ・ 有 個 地 方 名 


し ま 。 。 み いな 為 因幡 國 < 奥 因幡 國 相 隔 的 隠岐 島 上 ・ 住 著 一 隻 白 
ー \ \ 
し た 。 烏 か ら 見 る 因 幅 は と て も きれ いな の 。  。。 4 條 上 去 , 因幡 時 上 美 用 的 陸地 ・ 白 旬 復 想 


で 、 一 度 見 に 行き た い 自 兎 で す が 、 泳 げ な 坊 親 眼 見 見 ・ 介 是 自己 不全 洪 泳 ・ 也 没有 毅 ・ 白 旬 
5 。 = 履 訪 如 何 従 隠岐 前 往 因幡 ・ 有 一 天 ・ 物 看 見 海 
いし 、 舟 も 持っ て いな いし 、 隠 岐 か ら ど う 中 的 弘 魚 ・ 想 到 一 個 好 競 法 


や っ て 関 備 へ 行け る の か 、 悩 み ま し た 。 あ 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users' satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AVXLI 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


ッ ン ipsEmeo prorsy いり ) 

「 サ メ く ん 。 若 た ちの 数 が 多い か 、 僕 た ち 
の 数 が 多い か 、 比 べ っ こ を し よう 」。 そ れ を 開 
いた サメ た ち は 「 き っ と こっ ちの 数 が 多い だ ろ 
う 」 と 秒 え まし た 。 自 兎 は 「 そ うと は 限ら な 
いよ 。 君 た ち 、 因 帽 の 岸 に 向かっ て 海 の 上 で 一 
列 に 並ん で みて よ 。 僕 が 数 える か ら 」 と 言い 
まし た 。 サ メ の 伸 問 は 、 自 兎 の 言う 通り に 、 
因 幅 に 向かっ て 一 列 に 並び まし た 。「 じ ゃ あ 、 
始め る よ 。 ひ と つ 、 ふ た つ 、 み っ つ ……」 と 自 
兎 は サメ の 上 を 跳び な が ら 数 えま す 。 因 帽 ま 
で 渡る の に 成功 し た と き 、 自 兎 は サメ た ち に 
! 妊 た ち は 馬 鹿 だ な 。 僕 は こっ ち に 渡り た か っ 
た だ け だ 」 と 、 う れ し く な っ て つい 本 音 を 言っ 
て し まい まし た 。 自分 た ち が 騙 され た こと に 気 
づい た サメ た ち は 把 っ て 、 白 兎 を 捕まえ 、 哨 


ん で 、 皮 まで 計 チ い で いき まし た 。「 薄 い ! 導 
いよ ! 」 全 身 が 痛く て どう し た らい い の か 分 か 
ら な い 自 兎 は 泣き さけ び ま す 。 丸 和 に な っ た 
傷 だらけ の 白 兎 は 、 そ の まま 海辺 で 個 れ て し 
まい まし た 。 


「 給 鳥 ・ 作 合 那 選 量 多 ? 中 是 我 便 中 選 数 量 多 ? 
要 不 要 寺 量 一 下 叫 ? 」 維 魚 聴 了 白 梨 的 問題 便 回 答 :「 一 
定 是 我 依 敷 量 比較 多 叩  」 白 免 説 ・「 不 一 定 嘱 請 依 
全 朝 著 因幡 的 海岸 ・ 在 海面 上 排 成一 列 ・ 我 來 敷 敷 邊 < 」 
釣魚 合 照 著 白 免 指示 ・ 朝 向 因幡 在 海上 排 成一 列 >「 那 
摩 ・ 我 要 開 始 数 曜 ・ 一 隻 雨 隻 、 三 隻 ……」 白 免 跳 
過 一 隻 隻 的 吹 魚 背 脊 ・ 敷 出 敷 量 ・ 成功 抵 達 因幡 海 
岸 後 ・ 白 利幸 給 魚 便 説 : 「 作 便 真 筆 咽 < 我 只 是 
想 要 渡 海 来 叶 神 面 巳  」 白 免 高 興 到 不 小心 入 
真心 話 説 出 了 ロ > 給 魚 便 衣 現 自己 受 騙 上 営 ・ 
感 到 非常 生気 ・ 便 拡 住 白 刈 ・ 員 傷 子 ・ 連 
稼 身 上 的 皮 都 抽 了 下 来 s「 好 痛 ! 好 痛 
咽 ! 」 全身 導 痛 到 不 知 該 如何 是 好 的 白 
免 突 了 出 来 ・ 全 身 赤 裸 又 負傷 累 困 ・ 
奄 奄 一 息 地 剛 在 海岸 上 < 
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ャ ply Al GENE jpf 
か みさ ま や そ が み お お ぜ い と お _ 

その と き 、 神 欄 の 八 十 神 が 大 勢 通り か か っ 
て 、「 自 兎 、 ど うし た ?」 と 連ね まし た 。 
「 助 け て くだ さい 。 サ メ に 噛ま れ ま し た 。 死 
ぬ ほど 痛い で す ……」 と 白兎 は 答え まし た 。 
や そ が み か わい な お ほう ほう お し 
八 十 纏 は 「 可 三 そ うに 。 治 る 方 法 を 数 えよ 
う 。 海 に 入っ た あと 、 岸 に 戻っ て 風 と 日 差し 
に 当たり さえ すれ ば 、 す ぐ 治 る 」 と 嘘 を つき 
まし た 。 海 に 入っ た 自 兎 は 、「 痛 て て て て ! 
いた し お みず 。 きず 。 し 。 3』 り < もど 
痛い よ ! 」 と 、 堪 水 が 傷 に 染み 、 陸 に 戻る 

か わ きず いた や そ が み 
と 、 乾 いた 傷 が さら に 痛く な り ま す 。 八神 
は 自 兎 を 見 捨て て 、 そ の まま 去っ て いき まし 

まえ くる お お て え な だ 
た 。 前 より 並 し く な っ て 、 大 きい 書 で 泣き 岬 
し た 白 の と ころ に 、 後 ろか ら つ いて きた 
か みさ ま お お くに ぬ し の みこ と と お し ろ 
神様 の 大 国王 命 が 通り か か り ま し た 。 「 自 
矢 くん 、 ど うし て 潤い て いる の ? 」 と 聞き 
ます 。「 移 ほ ど 通ら れ た 神様 た ち が 、 海 に 入 


れ ば 傷 が 治る と 言わ れ た の で す が 、 そ の 通り 


に し た ら 、 前 より ずっ と 痛く な っ た の で す 」 
と 、 自 兎 は 泣き な が ら す べ て の 経緯 を 説明 し 

い じ 4 わる あ に お お 
まし た 。 「 意 地 の 恒 い 兄たち で すね 」 と 、 大 


くに 和 ぬ し の みこ と 。 せな か 。 お お に も っ 。 お し ぁ 
国 主命 は 背中 の 大 きい 荷物 を 下ろ し て 、 白 
兎 の 様子 を 確認 し ます 。 


就 在 此 時 ・ 八 十 締 洗 浩 漠 油 地 経過 ・ 論 問 道 :「 短 
歴 了 ? 白 梨 ? 」 白 免 回 答 :「 非 託 救 救 我 ・ 我 被 竣 魚 
傷 ・ 真 是 快 痛 死 我 了 …… > 」 八 十 利 於 是 撤 了 個 議 : 

「 真 可憐 ・ 我 來 告訴 信治 療 的 方 法 叩 首 先 ・ 依 走 進 海 
中 之 後 ・ 再 回 到 岸 上 ・ 議 人 的 傷口 接 受 風吹 日 照 祖 快 
就 會 好 了 喧 ・」 白 免 進 到 海 中 : 「 痛 痛 痛 好 痛 咽 ! 」 
海水 訪 分 港 透 了 物 的 傷口 ・ 回 到 岸 上 ・ 物 的 傷口 乾燥 紅 
得 更 加 劇 痛 ・ 八 十 利幸 白 名 見 死 不 救 ・ 就 店 譜 離 開 了 * 
白 旬 感 算 更 加 痛 苦 ・ 不 禁 大 般 突 泣 ・ 此 時 大 國 主 命 正 好 
従 白 旬 身 後 経過 ・ 見 光 於 是 問 道 :「 小 白 旬 ・ 作 乱麻 在 
突 明 ? 」「 剛 剛 路 過 此 地 的 御 明 便 告訴 我 ・ 浸 泡 在 海 
中 ・ 傷 口 就 會 好 ・ 可 是 照 他 合 的 話 仙 ・ 傷 口 秀 比 剛 剛 更 
痛 了 < 」 白 免 突 著 解 種 岡 剛 散 生 的 事情 ・「 再 再 便 真 是 
壊 心 咽 」・ 大 國 主 命 放 下 痛 上 雇 大 的 行 李 ・ 査 看 白 利 的 
状況 * 


の sy 卓 CD/MP3 15 正常 重 MP3 51 憎 束 
し 


お お くに ぬ し の みこ 


じ っ や そ が み と い ず も 
実は 、 八 十 神 と 大 国王 命 は と も に 出雲 の 
くに か みさ ま きょう だ い や そ が み ち が 
国 の 神様 で 、 し か も 兄 第 です 。 八 十 神 と 違っ 
お お くに ぬ し の みこ と ここ ろ や さ い じゅ つ し 
て 、 大 国王 命 は 心 優し く 、 医 術 も よく 知っ 
て いま し た 。 兄たち は 、 因 幡 の 国 に 美 し い 和解 
様 の 八 上 比 売 が いる と いう 嘩 を 聞き 、 彼 女 を 
療 に し た く な り 求婚 に きた けれ ど 、 人 荷物 を 全 
ぶ お お くに ぬ し の みこ と せ お いち ば ん おく 
部 大 国王 命 に 背負 わせ まし た 。 番 遅れ て 
き お お くに ぬ し の みこ と し ろう さ ぎ そう ぐう 
や っ て 来 た 大 国王 命 は 、 そ れ で 自 兎 と 遂 過 
し た の で す 。 「 海 水 の 境 分 の せい で 、 あ な た 
の 宰 は ます ます 痛く な っ た の で す 。 ま す 池 へ 行 
きま し ょ う 」 と 親 切 に 言い まし た 。「 皮 に 残っ 
えん ぶん みず あら が ま ほ 
た 増分 を ちゃ ん と 水 で 洗っ て か ら 、 瀧 の 穂 の 
上 に 圭 転 べき いい の で す 。 そ の 花粉 を 体 に 付 


お お くに ぬ し の みこ と 


けれ ば 、 よ く な り ま す よ 」 と 言う 大 国 主 命 に 


従っ て 、 自 兎 は 池 の 水 を 浴び て か ら 、 ふ わ ふ 
わ と し た 浦 の 穂 の 上 に ゴロ ゴロ し て みる と 、 と 
て も 心地 よく な り ま し た 。「 な る ほど 、 皮 の 者 
と 又 み が 消え た 」 白兎 は 新 し い 自 い 毛 が 生 え 
で '、 や っ と 元 通 り に な り ま し た 。 


其 賀 ・ 八 十 利和 大 國 主 命 都 是 出雲 國 的 旨 明 ・ 面 且 
是 手足 ・ 但 是 和 其 他 兄 弟 不同 的 是 ・ 大 國 主 命 心地 善良 ・ 
且 熟 蛋 臨 術 ・ 理 再 何 聴 到 因 幡 國 有 位 美麗 的 女 利 八 上 比 
売 ・ 所 以前 來 此 地 想 迎 明 即 ・ 家 舟 所 有 行 李 去 給 大 國 主 
命 搬 運 ・ 大 國 主 命 因 此 沙 後 在 軒 再 隊 佑 之 後 ・ 會 興 白 
集 相 遇 > 「 因 為 海水 的 蘭 分 ・ 譲 作 的 傷口 更 痛 了 ・ 首 先 
先 去 池 畔 茂 叩 < 」 大 國 主 命 親 切 地 説明 「 用 池 水 清 洗 
残留 在 皮膚 上 的 題 分 ・ 岡 進 香 蒲 花 蒼 上 湾 一 湾 就 好 了 * 
用 那 個 花粉 裏 住 身 購 ・ 就 會 好 韓 的 」 白 免 聴 従 了 大 國 
主命 的 話 ・ 進 入 池 中 以 水 清 洗 傷口 ・ 接 著 稲 上 和 柔軟 無比 
的 香 浦 花 墓 上 翻 湾 ・ 便 威 凶 緩 多 了 ・「 原 来 加 此 ・ 皮 
膚 傷口 和 療 痛 都 消失 了 ・ 」 皮膚 新 長 出 了 白 色 免 毛 , 白 
集 終 於 析 復 成 原 來 的 様子 * 
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マン py AI GRIZICEH2 IrEZXHR 
「 不 思 識 で すね 。 す っ か り 治 り まし た 。 あ 
り が と う ご ざ いま す 」 と 、 回 復 し た 自 兎 は 、 


大 国王 命 に お 礼 を 言い ます 。 大 国 主命 は 
「 よ か っ た で すね 。 お 大 事 に 」 と 安心 し て 、 


お お に も つ か た か つ PR あ に いっ 
その 大 きい 荷物 を また 肩 に 担ぎ 「 史 た ちと 一 
緒 に 八 上 比 売 に 会い に 行く の で 、 そろ そろ 行 
か な いと 」 と 有 急い で 自 兎 と 別れ まし た 。 大 国 
ぬ し の みこ と せ な か み お く し ろう さ ぎ お お くに ぬ し の みこ と 
ドド 命 の 背中 を 見 送る 自 兎 は 「 大 国王 命 は 
や さ い じ わ る や そ が み や か み ひ め 
優し いで すね 。 意地悪 な 八 十 神 は 、 八 上 比 売 を 


えら 


お 嫁 に する こと は で きま せん 。 あ な た こそ 選 
ば れる で し ょ う 」 と 予想 し まし た 。 八 十 神 が 
到着 する 前 に 、 自 兎 は これ まで の いき さ つ 

や か み ひ め つた し 欠 雪 
を 八 上 比 売 に 伝え ます 。 そ れ を 知ら な い 八 十 
神 は 、 争 っ て 八 上 比 売 に 結婚 を 申し 込み ます 


い 


が 、「 あ な た た ちの 言う こと は 聞き ませ ん 。 


わた し 。。 お お くに ぬ し の みこ と 。 わす お も 

私 は 大 国 主 命 と 結ば れ よ うと 思っ て いま 
ひ め 。 こと わ し ろう さ ぎ 。 よ 

す 」 と 八 上 比 売 に 断 られ まし た 。 白兎 の 予 

そう ど お お お くに ぬ し の みこ と 。 や か み ひ め けっ と てん 

想 通 り 、 大 国 主命 は 八 上 比 売 と 結婚 する こ 
いな ば くに し あわ < 

と に な り 、 因 幅 の 国 で 幸せ に 暮らし た と の こ 

2 


「 真 是 不可 思 議 完全 復原 了 叫 ・ 非常 謝謝 作 * 」 
康 復 的 白 第 向 大 國 主 命 致 謝 < 大 國 主 命 威 到 安 心 ・ 弟 了 
口 入 : 「 太 好 了 * 請 多 保 重 ・ 」 重 新 北 那 供 大 的 行 李 往 
肩 上 一 育 : 「 我 要 和 理 吾 何 去 見 八 上 比 売 ・ 必 須 超 快 昌 
上 他 全 > 我 該 走 了 < 」 便 勿 勿 和 白 免 道 別 白 免 目 送 著 
大 國 主 命 的 育 影 ・ 並 且 預 言 「 大 國 主 命 真 是 善良 < 心 
腸 悪 毒 的 八 十 御 ・ 是 無法 和 八 上 比 売 成婚 的 好 一 定 剣 
選 提 集 的 ・ 大 國 主 命 ・ 」 就 在 八 十 御 抵 達 前 ・ 白 免 舟 來 
龍 去 脈 告訴 了 八 上 比 売 ・ 八 十 御 不知 道 白 刈 捧 足 先 登 ・ 
事 先 恐 後 向 八 上 比 売 求婚 ・ 但 是 八 上 比 売 如 拒 了 八 十 
御 :「 我 不 會 聴 信 作 何 的 説 詞 的 ・ 我 打算 和 大 國 主 命 結 
婚 * 」 正 各 白 免 預言 大國 主命 和 八 上 比 売 結 了 婚 : 在 
因幡 國 過 著 幸 雇 快 染 的 日 子 < 


se の py Aa CD/MP3 17 正常 重 MP3 53 慢 速 
し 


7. ご せ いで 怪 罪 ・ 争 稚 7. 手 回 方法 手段 
接 貫 方 式 為 「 名 詞 ご な 形容 詞 (で ある ) + せ いで 」・ ・ 彼 は いろ ん な 手 を 使っ て 、 政 界 を うま くわ た っ 
有 粗 受 損失 、 抱 鍋 的 語気 後面 多 接 績 不 理想 的 事 て きま し た 。 
態 結果 他 使 由 了 神 多 手段 ・ 在 政 壇 中 生存 了 下 来 
・ 雷 坪 の せい で 、 コ ン サ ー ト が 中 止 に な り > 視 間 還 (a 玩 伴 同類 
まし た 。 0 
旋 電 雨 ・ 演 唱 會 決定 停 閣 了 * ・ ス ポー ツ サ ー ク ル で 、 た くさ ん の 仲間 と 出会っ 
て 、 と て も 楽し か っ た で す 。 
2. な る ほど 的 確 ・ 原 来 如 此 加入 叶 育 守男 後 ・ 認 識 了 許 多 同 好 ・ 真 的 非常 開心 
表 達 従 他人 得 知 資 記 、 知識 深 感 認 同 : 也 能 用 於 3 導 (mim) 港 透 、 活 楽 
表 達 自己 的 想法 獲得 誠 寅 時 ・ 清 姿 瞭 然 的 感受 * 4 各 が 半 科 し 
・ な る ほど 、 う わ さ に 聞い て いま し た が 、 ス マ ホ 間 
で すぐ 映像 を 編集 で きる な ん て 、 こ の アプ リ は 銀 仔 味噌 湯 的 温暖 次 透 全身 ・ 譲 我 消除 導 勢 了 ・ 
合 利 で すね 。 Mi 3 
原 如 此 ・ 提 情 能 立 即 和 型 手 村 上 衣 影 授 対 App 。 人 意地 図 ( き ! 必 服 い や 思 oo 
過 真 方便 ・ あ の 教授 は 意地 の 悪い 人 で 、 彼 の 講義 に 参加 す 
る 生徒 は ほとん どい な いで す 。 
3. こそ オオ 是正 是 那 位 教授 是 個 寺 心眼 的 人 ・ 幾 有史 生 選 修 他 豚 課 


接 績 方 式 為 「 名 詞 十 と そ 」・ 帯 有 「 不 是 別 的 正 


時 個 的 強調 語 生 TP 


・ 今 年 こそ 、 水 オートバイ の 免 薩 を 取る ぞ 。 Au 
一 空 ' 会 e (9 
我 一 定 委 在 今年 考 利水 上 摩 還 時 半生 の 志和 


故事 多 台 位 誰 日 本 鳥取 区 的 白 免 海岸 
海面 上 際 起 的 礁 岩 「 光 岐 ノ 島 」 獲 如 敬 魚 
背 春 ・ 擦 人 白 旬 不 是 従 此 地 渡海 登 除 ・ 部 
近 的 白 旬 神 社 境内 有 座 池 水 ・ 捜 説 足 白 免 
棒 傷 シ 池 ・ 


へ _・ こき 
> JI NNS AO_ 
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の Play All 
に MP3 55 慢 速 


た いわ ん ゆう な な 


台湾 で は 、 重陽 の 節句 に 関す る 記 述 は 時 に 1 7 
世紀 に 書か れ て いた と わか っ て いま す 。『 台 湾 府 
志 』 に は 、 重 陽 の 節句 は 高い と ころ に 登り 、 多 の 花 
が 時 上 き し 、 そ の 値段 も 高い と いう 記載 が あり まし 
he 人 厄 を 避け 
る て と が で きる と いう 吉 和 か ら の 言い 偽 え は 交 普 
南北 制 時 代 か ら 伝 わっ た と 考え られ て いま す 。 さ 
ら に 、 旧暦 の 9 月 は 気候 が よく 、 爽 や か な " 秋 の 気 
候 は ハイ キン グ に ふさ わし い ため 、 こ の 風習 は 
今 で も 残っ て いま す 。 ス ポー ツ に 適し た 秋 の 季節 
は 、 ス スキ の 穂 が 満開 の 季節 で も あり ます 。 白く 
輝く スス キ の 穂 と と も に ハイ キン グ を 楽し む の は 
最高 で し ょ う 。 ま た 、 秋 に 咲き 誇る 多 の 花 も 、 重 
陽 の 節句 の 風物 詩 の 1 つ で す 。 和 鑑賞 の ほか 、 香 り 
が よく 、 お 洒 に 添え て 飲む と 災厄 を 避け る 効果 が 
ある と 考え られ て いる た め 、 重陽 の 節句 に 不可 欠 
で す 。 


在 台 濡 ・ 興 重陽 節 相 開 的 記述 於 十 七 世紀 便 可 見 《 台 潜 
府 志 )》 営 中 ・ 記 載 了 重 陽 節 営 天 登 高 ・ 面 菊花 盛 開 得 早 上 且 條 格 
高 > 自 古 以来 ・ 便 有 在 重陽 節 登 高 映 避 淡 論 的 習俗 ・ ee 
是 魏 秋 南北 朝 時 所 流 信 下 来 的 > 此 外 ・ 農 暦 刀 月 気候 宜 人 ・ 
爽 的 秋天 也 入 適合 健 行 ・ 所 以 遺 項 特 俗 便 保留 至 今 li 
的 秋天 ・ 也 是 花 盛 開 的 季節 ・ 伴 随 著 雪 白 背 的 花 一 起 健 
行 是 最 棒 的 享受 叱 < 面 在 秋天 盛 開 的 殴 花 也 是 重陽 節 的 象徴 物 
之 ー < 此 外 ・ 区 花香 岳 宜 人 ・ 捜 説 舟 其 添 入 酒 中 飲用 有 避 邪 的 
致 果 ・ 是 重 陽 節 中 不可 或 鈴 的 一 物 < 


ちょ う よ 


な お 、 台 湾 の 重陽 の 節句 に は 、 た こ を あげ る 風 
習 が あり ます 。 た こ は 歴 史 が 長く 、 種 類 も 多い で 
す 。 見 た 自 は 簡単 な を も の か ら 少 し 複雑 な も の 、 派 
手 な も の まで あり ます 。 台 湾 語 の こと わざ で 言う 
「 九 月 九 ・ 風 吹 滞 天 星 」 は 、 ま さ に この よう を な 光 
景 を 描い て ' い ます 。 特 に 新竹 地方 で は 、 旧暦 の 
9 月 か ら 「 九 降 風 」 が 吹い て くる の で 、 満 天 に 
た こ が 飛 ん で いる 光景 は 壮 稚 で す 。 一 方 、 台 湾 人 
は 伝統 的 に 重 陽 の 節句 に 先祖 を 礼 る 風習 も あり ま 
す 。 移 民 社 会 で ある 台湾 で は 、 ビ ン 南 人 も 客家 人 
も この 日 に 供え 物 を 用 意 し 、 先 祖 を 骸 い ます 。 こ 
れ も 航 全 の 表現 の 1 つ だ と 見 な すこ と が で きる で 
し ょ う 。 そ し て 、 供 え 物 と し て 「 毅 燃 」 を 用 意 す 
る 習慣 が あり ます 。 こ れ は 「 畿 」 と 「 高 」 は 発 普 
が 同じ だ か ら だ と いう 説 が あり ます 。 


除 此 輝 外 ・ 台 沿 的 重陽 節 有 放 風 千 的 習俗 > 風 千 的 起源 早 、 
種類 也 多 ・ 其 造型 従 簡 晶 的 区 許 複雑 的 、 甚 至 華麗 的 都 有 < 
台 語 有 句 俗 謗 説 「 九 月 九 ・ 風 吹 満天 呼 」 描 約 正 是 此 景 < 特 
別 在 新竹 地 司 ・ 農 暦 九 月 開始 吹 起 「 九 降 風 」・ 風 向 漫 天 飛 舞 
的 景 象 更 是 牡 観 ・ 男 一 方 面 ・ 値 統 上 台 濡 人 有 在 重陽 節 営 天 祭 
班 的 習俗 > 台 潜 仙 為 一 個 移民 視 會 ・ 韻 南 人 忠 客 家人 皆 會 在 重 
陽 節 時 準備 供 品 祭祀 宜 先 > 遺 或 許 了 能 看 作 是 「 敬老 」 的 表現 
之 一 叫 再 者 ・ 供 品 営 中 也 習 慣 準備 「 毅 炎 」・ 有 此 一 説 是 因 
為 「 炎 」 「 高 」 同 音 之 故 


のみ の w Play All 
と 倫 CD/MP3 20 正常 重 MP3 56 慢 束 


高齢 化 が 進む 現代 社会 で は 、 重 陽 の 節句 も 
一 層 意 味 深く な っ て き て いま す 。 こ の 日 に 、 
多く の 地方 政府 は 思い や り " の 気持 ち で お 年 寄 


けい ろう き , 


り に 「 散 老 金 」 を 配り ます 。 さ ら に 、 ハ イキ 
ング な ど を 個 め られ る 重陽 の 節 名 は 、 ス ポー 
ツイ ベン ト を 推奨 する 日 で も あり ます 。 こ の 
目 に 、 多 洒 を 飲ん で 、 長 大 を 願い 、 ご 家族 を 
連れ て ハイ キン グ に 行き 秋 の 景色 を 楽し む の 
も いい で し ょ う 。 


在 高齢 化 現 象 旭 速 成長 的 現代 証 會 中 ・ 重陽 節 的 意 
義也 来 得 更 加 深遠 了 < 遺 天 ・ 許 多 上 市 政府 本 著 開 懐 照 
願 年 長者 的 心 意 ・ 會 朋 放 「 敬老 金 」< 此 外 ・ 重 陽 節 中 
天 因 為 鼓 鳳 大 家 健 行 ・ 也 演 紀 喜 馬 従 事 嶋 育 活 動 的 日 
子 > 在 遺 天 ・ 不 妨 喝 杯 菊花 酒 以 新 求 長 書 ・ 再 帯 著 家人 
一 同 其 賞 秋天 美景 ・ 一 層 健 行 登 高 叫 * 


(は 


。 爽やか (な ) 図 < 清 移 (的) 


含み ます R (mie 包含 蔵 


・ こ の 満 は 10 % の アル コー ル 分 を 含ん で 
いま す 。 
遺 瓶 酒 的 酒精 含量 為 1096 


. 新た (な ) 還 < 音 新 (的 ) 


・ イ ンタ ーネット の お か げ で 、 語学 学習 も 新た 
な 時 代 を 迎え る こと に な り ま し た 。 
多 后 了 網 際 網 路 ・ 語 言 學 習 也 迎 接 了 新 的 時 代 < 
、 移 快 ( 的 ) 
・ 今 朝 の 空気 は 爽やか で 、 気 持ち が よかっ た 


今 天 早 上 的 空 策 入 清 爽 ・ 譲 人 威 到 心 情 愉 悦 


. ふさ わし い 回 いい 適合 的 


< 山田 くん は この 仕事 に ふさ わし いと 遇 いま す 。 
我 認 為 山田 先生 適合 遺 偽 工作 * 


。 描き ます 凶 mwiWi 措 給 


・ 子 供 の と き に 描い た 夢 が 、 や っ と 叶い まし た 。 
我 玉 提 時 代 所 描 縮 的 夢想 終 於 寅 現 了 * 


量 い ゃ り 回 只 】 闘 懐 購 詠 

・ 彼 女 は と て も 優し く て 、 思 いや り が ある 人 
で す 。 

好 是 位 非常 温 柔 双 購 貼 的 人 < 


日 X 英 軽 革 了 學 也 訂 方 案 活動 時 間 2019.10.31 止 


互 動 日 本 語 
の 

LiveABC 生生 

互 動 英 語 雑 誌 家族 


各 一 年 12 期 
特 全 3,290 


r 7 7 


互 動 日 本 語 精 来 澤 元 介 紹 


| W パート mW2m ーー 真介 話 影 上 
| am | 間 ーー 
AO ぁ 支 岳 功 
ーー 
3 レー Ni 
日 X 英 軽 暖 易 隙 訂 優 恵 方 案 活動 只 到 2019/10/31 止 
罰 Yes! 我 要 自 2019 年 _ 月 開始 訂 開 互 動 日 本 語 ws 一 年 12 期 + 万 動 英語 ws 一 年 12 期 特 人 3,290x 


一 訂 戸 資料 
口先 生 / ロ 小 旭 生日 : 西元 年 月 


収 件 地 士 : 口 ロロ . 


一 信 用 資料 
持 人 姓名 : 人 用 玉 類 別 : 口 VISA 口 Master Card 口 JCB 到 玉 銀行 : 


信用 玉 喝 : こ と 訂 財 金額 : _ 


持 本 人 彼 名 : ( 仙 信用 モー 致 ) 般 票 別 : 口 二 瞳 口 三 卓 統一 久 豆 : 


口 我 同意 指 贈 設 県 予 基 苗 教 草 葉 種 田 公 益 小 央 兵 - 殆 票 箱 認 養 活動 綱 寺 : www.mustard.org.tw 
24 小 時 億 貞 訂 開 専 銀 Ws | 


02 2578-5800、02 2578-2707 | : 
証 者 服務 専 銀 : 02 2578-7838 (時 一 - 週 五 9:00-18:00) 


7 リリ 衣 信人 
6 大 好 宰 任 作 凌 
不良 不 行 快 訂 起 来 


限 時 特 償 即 日 起 至 2019/10/25 止 


以 訂 閲 優 患 債 


@ 互 動 光 原版 (② 質 本 光大 筐 数 位 下載 2 種 版本 ・ 請 邊 行 揚 講 ) 


買 庄 光 確 版 敷 位 下載 版 
毎月 隊 雑 計 寄 送 電 胸 互 重光 確 + | 挟 月 紀 ( 動 光 誤 htpy7edJveabccony 下 華 ) 
C (内 信 課 文 朗 詩 MP3 及 呈 音 橋 ) 、 生 | 。 次 了 限 制 : 純 共 可 安 装 台 載 員 ・ 最 多 可 下載 安 毅 5 次 ・ 
層 es や m 使用 載 員 : 可 僚 電 脳 、 筆 電 安 装 使用 (不可 用 於 MAC 系 旗 / 手 機 平板) 
デ m 課 文 朗 請 MP3+ 躍 請 音 模 可 由 定 銅 免 責 下 載 ・ 


ー 年 12 期 原信 237c 元 限 時 特価 1.890 ェ 人 好 補 6 選 1 


二 年 24 期 原 償 475> 元 限 時 特価 3.550 ぇ @ 好 補 6 選 2+1 期 
三 年 36 期 原作 ze 元 限 時 特価 4950 ェ ぇ き 好 補 6 選 3+3 期 


O 課 文 計上 月 内 人: 全 末 計 本 + 鐘 CD 
ー 年 12 期 原 償 2ieo 元 限 時 特 仙 1].590 ぇ 1 期 

二 年 24 期 氷 償 43z6 元 限 時 特価 づつ, の 90 ぇ a 好 補 6 肖 1 
三 年 36 期 原信 64ge 元 限 時 特 人 イフ 290 ぇ @ 好 補 6 選 2 


訂 閲 雑誌 浦 3 個 月 : 可 随時 更 換 LiveABC 互 動 英 、 日 語 雑 誌 家族 其他 雑誌 ・ 不 限 次 敷 ! 満 足 不同 階段 的 學 習 需 求 
接 名 (互生 英語 | 中 名 | | io モ 動 英語 mm AI' 互 重 英 佑 還 和 【| ア 互生 英語 新聞 | CINN モ 動 英語 日 画 な 動 日 本 語 


還 


互 動 版 : 一 年 6 翼 1 ・ 二 年 
精選 好 遼 時 ・ 有 ※ ーー アーーーー 2 


自 』 


ma 


生活 周 解 日 語 夫 書 ( 口 袋 書 ) 
放 間 肖 補 外耳 地 的 生活 日 格 


知識 大 園 解 系 列 妻 書 
時 理科 名 放 衝 大 剛 


ikummw ' 較 
日 語 必 上 基 本 功 
50 音 。 休 型 < 人 


園 解 生活 英語 訟 書 生活 日 語 軍 話 奏 書 打 好 日 語 基 本 功 訟 書 
還 活 黄 ・ 齋 朋 ST っ 隊 人 短 時 科 内 日 紹 基本 功 


ぐ STEP BYSTEP 生活 店 還 解 る 日 本 向 語 必 最 区 用 的 日 合 拓 家長 必要 導 本 切石 十 背 + 旬 和合 


ます ー 情 場 日語 国 錠 大 百科 


尺 雑誌 訂 開 加 購 優 恵方 案 
礎 農 秦 送 私 原 、 講 到 原 ・ 多 好 然 話 不 受 人大 何時 知夫 各 大 拓 
LiveABC 智 閑 貼 請 筆 
町 戸 加 購 特 優 1.900 元 


婦 含 話 、 車 字 ヽ 句 型 ・ 一 務 就 通 ! 
真人 融 音 障 跡 隙 計 ・ 時 間 不 浪費 ! 


互 誤 日 本 語 旧 訂 戸 加 購 ・ 毎 名 親 戸 放 訂 購 期 宙 内 恨 加 護 2 革 時 潮 
veABC 官 細 「 雑 誌 編 一 王 [ 
可 災 LiveABC 記 錠 一 監 証 錠 購買 UveABC 洗 砺 中 』 


記 動 日 本 語 No.34 値 用 主 訂 購 軍 優 恵 日 期 至 2019 年 10 月 25 日 哉 止 


YES! 我 要 自 2019 年 _ 月 開始 訂 闘 尽 動 日 本 語 gt 和 大 電話 :25785800 ヽ (0225782707 
る 訂 剛 優 斑 案 


昌光 一 年 12 期 送 好 補 6 本 1 ロ LiveABC 各 色 後背 包 
8 | | 昌和 < 呈 | 3550s | ロ 生活 日 
| | = 衝 39 送 即 和 5 四 3+3 期 ” | 4950 ぇ | ロ 知 識 大 園 解 系 列 訟 書 
| | 一 衝 邊 導 | 1sgos | 口 則 解 生活 英語 
| | = 中 mmmygh | 3oos | 生活 
し | mmmsm: | 4zsox | 


Yes! 我 要 加 購 LiveABC 智 慈 跡 請 筆 


1 支 iveABC 逢 村 中 証 筆 元 |. 本 方 委 備 限 互 重 日 本 浅 現 訂 戸 加 購 ・ 毎 名 訂 戸 訳 訂 騰 期間 内 限 加 騰 2 支 中 主筆 
し ーー ーー 2 店 議 音 李 請 包 LveABC 互 綱 「 雑誌 人 一 互生 日 本 語 員 面 」 下 寺 * 
加 購 2 支 LiveABC 智 前 貼 請 筆 3,800 元 | 3. 非 誌 訂 戸 可 似 LiveABC 官 綱 一 違 計 館 購買 LveABC 和 末 虹 論 筆 


人 Yes! 我 要 加 購 「 互 動 日 本 語 夷 誌 解析 」 痕 上 課程 一 年 12 個 月 ・ 本 月 訂 購 加 贈 五 十 音 字 キ 


商品 内 容 


「 互 動 日 本 語 雑誌 解析 」 1. 請 務 必 填 訪 正確 e-mall 帳 涼 ・ 該 帳 各 舎 頂 設 狗 用 戸 帳 就 ・ 足 浮 開 馬 俊和 不 接 受 肖 費 * 
線上 課程 一 年 12 個 月 2. 付 誤 成 功 後 3-5 個 工作 天 内 食 寄 役 帳 紋 開 還 e-mai 及 密 村 ・ 徹 請 留意 


日 X 英 軽 暖 胡 肝 訂 方 案 


請 色 順 | 商品 名 策 


飛 互 動 日 本 語 ( 動 版 ) 一 年 12 期 + _ 動 英語 ( 動 版 一 年 12 其 


自 2019 年 _ 月 開始 訂 開 自 2019 年 月 開始 訂 聞 


画 訂 戸 資料 ( 必 下 所 有 柚 位 請 務 必 話 細 填 軒 付 款 資料 


姓 名 : 口先 生 / 品 小 旭 | 訂 購 金額 : 


生日 : 本 日 ロー 暗 品 三 騰 口 拉 予 逢 督 教 共 葉 種 人 公益 小 失 兵 
時 訂 開 琶 林 別 : FN 
口 貨 到 付 款 (購買 互 動 日 本 語 難 誌 解 析 銀 上 課程 不 疾 用 ) 
手 機 : 付 束 方 式 : ATM 付 束 : 朝日 期 帳 況 示 五 人 
- 信用 玉 玉 別 : 口 VISA 口 MasterCard 口 JCB 


E-maili : ゃ 円 
( 購買 線上 課程 、 持 位 下載 版 必 寺 ) 何 用 玉 謗 


必 件 地域 : 口 口 口 号 二 銀行 : 月 西元 (年 ) 止 


( 需 興信 用 玉 一 致 ) 


贈 品 以 宅配 寄 送 ・ 請 勾 選 欲 送達 時 段 : ロ 上 午 口 下 午 
五 種 訂 閲 方 式 
www.liveabc.com 


(02)2578-5800 ヽ (02)2578-2707 5 人 694 東和 下肢 
請 誠人 真 5 分 錯 後 電 確認 (02)2578-7838 2 読 ・ 開拓 後 ・ 可 申請 補 大 ・ 


銀行 代 上 : 816 銀行 帳 跳 : 02012611188900 
二 帳 完成 後 ・ 請 於 訂 証 上 標 明博 帳 日期 及 帳 吸 未 五 末 


描 地 帳 誤 : 19395400 戸 名 : 希 伯 庫 股 島 有 限 公司 が 地 協 、 銃 音 放 名 到 期 其 散 ・ 請 浴 信 yervce@livesbccom 名 理 ・ 更 換地 
請 利用 郵 局 玉 提 還 訂 聞 ・ 普 誠也 上 証明 訂 閲 方 案 肥 贈 品 人 028 SNRtheo 


騰 仙 方 式 
鐘 股 人 限 公司 105 台 北 市 松山 民 八 入 路 三 322012 欄 | 半生 


全 國 首 側 の / 教 四 系 徹 
智 款 教室 ・ 雲 端 管理 の 


NN ゃ 


販 党 和 理 | e-Learning e-Teaching e-Talking 
課 前 預 習 課 中 胸 習 課 後 複 習 
り 了 チ ト D 
則 り 生 垢 誠 語 * - ゃ A 
3 由 
(02)8771-0343 を 還 欄 02-2938-3628 03-657-3566 05-696-5175 


5 TE * 一 6 1 1 き 10 六 2 
1 43 
3 02-2909-9595 04-2658-4100 05-636-1955 


(02)2366-1138 : も 病 一 季 228 内 3 di 63 8 人 欠 交 7 3 

11$ 0 02. 3233-3560 Re 1 4 き 26 6-0188 

(02)2771-9628 し 02-8668-9977 04-2295-2257 ! 校 06-275-7745 
00 科 0 1 6 PE H 1 東上 93 

(02)7730-8567 

134 和 6 枯 0 04.2492-1728 07-355-1926 
1 6 1 962 1 大和 79 

(07)522-2758 : 7 04-2639-2520 07-733-2689 


425 159.3 縛 
855 濁 
04-2568-5094 07-362-3188 


(07)550-3995 に Ce 3 M 1 1 939 


98 況 04.2520.0995 07-724-5231 


(07)550-1135 1 軒 8 ーー 


高座 市 電 山 医 南 選 路 575 水 


2 


02-8686-6078 04-2315-S666 07-651-641611 
一 般 215 7 49 


515-3270 07-643-3562 
7 1 


04-2395-3558 


」 ィ = Ma we od 国 http:/schoolliveabc.com 
- イー 02 計 報 名 及 治 論 請 提 打 
胡豆 学 ァ 人 6 wmsorssose 箇 2S 02.7730-9567 


129 暮 3 


| 十 軒 培 放 遊 。0。0 0 0 0 nt{〔{) 


「 リ ) 必 CD/MP3 21 正常 』 MP3 57 慢 束 


が 「『 
中 


EEROIIOLT 日本 最大 の 誠 了 革 世 沿 を 有する 滋賀 県 
寺 roditaiiz は 2 ココ od 


と on g 
か り の 観光 スポ ッ ト も 人 気 で す 。 


滋賀 剛 位 於 日 本 列島 的 中 央 ・ 擁 有 日 本 最大 的 湖 泊 琵琶 
湖 琵琶 湖 的 毅 展 ・ 一 方 面 供 應 近畿 地 司 的 水源 , 同時 也 
是 束 接 東西 方 的 交通 要衝 < 如 織 田 信長 ・ 豊臣 秀吉 等 
戦 國 武 入 遺 留 的 歴史 足跡 文化 資産 ・ 琵琶 湖 周 
園 随 四 季 更 送 組 化 的 景 納 相 値 得 探訪 > 男 
外 , 還 有 以 忍 者 聞 名 的 甲賀 ・ 興 忍者 相 閥 
的 製 光 景 軒 也 神 受 攻 迎 < 


45 


CD/MP3 22 正常 MP3 58 慢 束 


び と 
生ま く 
コータ 


けん ちゅ い ち けん ど ろく ぶん いち めん せき し 

中 市 央 に 位置 し 、 県 士 の 6 分 の 1 の 面積 を 占 

び わ こ ひろ みず うみ な か し ま 
め る 琵 倒 湖 。 そ の 広 さ た る や 、 湖 の 中 に 鳥 が あ 
る ほど で す 。4 0 0 万 年 も の 歴史 が ある と いわ れ 
る 湖 と その 周辺 に は 、1000 種 以上 の 動植物 
が 生息 し 、 固 有 種 も 多く 見 られ ます 。 そ の ほか 、 
湖上 の 弓 居 が 神秘 的 な 白身 神社 、 琵 二 湖 を 一 
品 で きる びわ 濡 バ レイ な ど 、 場 所 や 季節 に よっ 
て 、 変 化 に 富ん だ 景観 や レジ ャ ー が 楽し め ま す 。 


琵 き 1 王 】 油 有 


琵琶 湖 位 大 滋賀 双 境 内 中 央 湖面 面積 佑 了 全 計 地面 
積 的 六 分 之 一 其 湖 注 之 廣 湖 中 甚 至 有 妥 座 島 8 提 説 琵 
琶 湖 巳 有 四 百 萬年 的 歴史 』 三 王 多種 的 動植物 棲 條 在 湖 中 反対 
周 園 ・ 有 許 多 是 特有 物 種 此 外 連 且 和 8 = 


ひで ね よう 
彦 
則 彦 根 沙 井伊 家 の 居 城 だ っ た 国 
室 ・ 彦 根 城 は 、 井 伊 直 継 、 直 孝 に 
や く に じゅ 


より 約 2 0 年 の 歳 月 を か け て 建設 
され 、1 6 2 2 年 に 完成 し まし 
た 。 月 明か り に 浮か ぶ 彦 根城 は 美 
し く 、 葉 葵 測 八 景 の 1 つ に 数 えら れ て いま す 。 ま た 、 ゆ る キャ ラ ' ブ 
ー ム の 火付け 役 と し て 知ら れる ひこ に ゃ ん も 人 気 で す 。 


彦根 城 

日 本 國 宴 彦根 城 是 彦根 藩主 井伊 家 的 住所 城 供 ・ 由 井伊 直 継 和 下 孝 耗 時 大 約 二 十 
年 的 時 間 興 建 ・ 於 1622 年 完工 月 光 下 的 彦根 城 美麗 動 人 ・ 被 敗 為 琵琶 湖 八 大 景 征 之 
ー* 此 外 ・ 壮 動 吉 詳 物 潮流 的 鼻 家 彦根 猫 ・ 也 擁 有 超 高 人 所 


信楽 焼き 
し が らき や こう か し し が らき ちゅ うし ん つく と う き ど ちゅ う 
信楽 焼き は 甲賀 市 信楽 を 中 心 に 作ら れ て いる 陶器 で す 。 土 中 の 


ひ いろ 


鉄分 と 火 の 化学 反応 で 発色 する 絆 色 や 、 守 の が い co 夫 
に 付着 する 青 緑色 の 租 な ど 、 上 と 火 が 作り 出す "独特 の 
焼き あがり が 特徴 で す 。 中 で も 、 誠 先 で お 客 様 を 迎え る 信楽 
独 は 、 炎 難 を 避け る 内 物 と し て 有名 で す 。 


信 業 焼 

信 峡 焼 指 的 是 在 甲賀 市 信 生 町 一 帯 製 
作 生 産 的 陶器 > 土壌 中 的 鐵 分 経 窯 焼 高温 
的 化 學 作用 後 呈 現 継 色 ・ 火 強 弱 會 譲 青 線 色 的 般 
料 附 著 在 陶器 上 ・ 由 土 和 火 所 産生 猫 特 的 陶 焼 成品 
為 其 特 徴 > 其 中 ・ 放 在 店 面 迎 接 顧客 的 信 挟 旬 ・ 成 
為 能 消炎 解 厄 的 撮 和 飾 面 聞 名 < 


4Z 


s の ME が 上 遇 CD/MP3 23 正常 生 MP3 59 慢 束 


パー ムク ターバン 

年 輪 の よう な 形 か ら 、 日 本 で は 結婚 式 な ど 視 
い ご と の 贈り 物 と し て 好ま れる バー ムク ー ヘ ン 。 
和菓子 の 老 倍 た ね や が 営む 洋菓子 店 、 ク ラブ ハ 
リエ の バーム クー ヘン は 、2000 年 代 後半 に 起き 
た バー ムク ー ヘ ン ブ ー ム "の 火付け 役 と し て 知ら 
れ ま す 。 一 層 一 層 、 職 人 の 手 で 丹念 に 焼き 上 げ 
た こだわ り の 味 は 、 一 度 食べ る 価値 あり で す 。 
年 輪 重 炎 


因 為 外観 像 年 輪 ・ 日 本 人 偏 好 在 婚 弄 等 塵 説 場合 時 贈 送 
年 輪 重 様 ・ 日 本 和菓子 老 店 TANEYA・ 男 行 経営 了 西 式 征 量 
品 幅 CLUB HARIE 的 年 輪 雪 ・ 在 2000 年 下 半 年 拡 起 了 年 
輪 邊 楼 熱 潮 ・ 因 耐 打 開 知名 度 > 本 庄 師 億 精 心地 一 層 層 手工 
製作 ・ 焼 書 値 得 品 噌 一 次 的 味道 


の 


魚 ず し は 、 主 に 琵琶 測 で 捕れ る ニ ゴ 
ロブ ナ を ご 飯 に 漬け 込ん で 発酵 させ た 


きょう ど りょう ! 


上 料理 で す 。 冷 蔵 庫 が な か っ た 時 


近 : 
お う みぎ ゅ う こう べ ぎゅ う で 
近江 生 は 、 神 戸 生 (神戸 ビー 


に ほん さ 


フ ) や 松阪 生 と 並び 、 日 本 三 大 和 
年 と され る 日 本 の ブラ ンド 生 で 

す 。 日 本 で 一 番 訓 く 約 400 年 の 
歴 喝 が あり 、 戦 国 時 代 、 豊 臣 秀吉 
側 の 武将 が 近江 生 を 振る 押 っ た 


と いう 喝 実 も 残っ て いま す 。 黒毛 


和 種 の 肉質 は と て も や わら か く 、 

誠 に 甘み が ある の が 特徴 で す 。 
し ゃ ぶし ゃ ぶ や すき 焼き な どの 
料理 に 合い ます 。 


だ い 導 お まう し ょ くり ょ う 近 : 

代 、 貴 重 な 食 料 を 保雄 する た め に 考え 出さ れ 生生 
和 es 近江 邊 尋 交 戸 和牛 松阪 生 ・ 被 計 旋 是 
本 最上 証 の すし と し て 知ら れ ま す 。 巻 の 卵 日 本 三 大 和牛 的 高級 牛肉 ・ 近江 牛 在 日 本 
鯛 を 堪 漬 けり に し た も の は 、 ち ょ うど お 正月 愉 日 約 四 百 年 前 必中 項 中 
0 MM 中 ・ 記 載 了 戦 園 時 代 豊臣 秀吉 的 司 下 武 
に 食べ 頃 に な り ま す 。 そ の た め 、 哨 れ の 日 の 以 近江 和牛 宴 客 ・ 日 本 黒毛 和牛 的 肉質 非常 
柔 娘 ・ 油 脂 具有 租 味 ・ 適合 料理 成 油 油 鍋 


ご ち そ う し た 

御 馳 走 と し て 親しま れ て きま し た 。 

ー 等 焼 等 菜館 ・ an 

時 -。 ーー ニー デー 

鋼 魚 書 司 
魚 毒 司 是 在 地 郷土 料 理 ・ 府 琵琶湖 捕獲 的 魚 浸 入 米 

飯 中 革 酸 布 的 中 是 在 梁 有 洲 箱 的 時 代 ・ 日 本 人 為 了 保存 

珍 足 食 村 想 出 的 慮 理 方 式 

是 日 本 最 古老 的 毒 司 若 和 春 

地産 卵 的 魚 上 漬 在 玉 ・ 本 上 


到 過 年 時 風味 最 佳 * 因 此 中 
是 在 好 日 子 中 常 見 的 宴 客 佳 館 < 


< の IMEV プ 上 昌 CD/MP3 24 正常 重 MP3 60 慢 束 


重 岩 東 字 


避 
品 c 
r 


こ [] ( 昌 m) 同時 、 既 一双 
< 彼 は 優秀 な 医者 で ある と 同時 に 、 人 気 の 作家 
で も ある 。 
他 既 是 位 優秀 的 腎 生 ・ 也 是 位 入 受 敬 迎 的 作家 


2. ぐるり] () 園 続 、 韓 一 圏 
・ 温 画家 が 、 サ イン 会 で ファ ン に ぐる り と 取り 閉 
お 4UGUN ま 7 だ 8 
漫 書 家 在 僅 名 會 上 被 粉 練 園 園 園 続 


と り い 


3. 鳥居 [を ) 得 視 大門 
・ 鳥 居 は 、 神 社 な ど 神域 へ の 入り 口 を 示す も の で 


す 。 
| 鳥居 象 微 著 進入 利和 等 紳 聖 祝 域 的 入口 
rap 2 ゆる キャ ラ | !g1 (可愛 療 癒 的 ) 吉 笑 物 


ーー < 現代 人 は ゆる キャ ラ に 癒 や し を 求め て いる の か 
g も し れ な い 。 


也 許 現代 人 會 在 吉 詳 物 上 追求 療 症 感 < 


類 虹 
2: 作り 出し ます [6] (( 他 ) 製造 創造 
・ 彼 女 は 、 廃 品 を 利用 し て 芸術 作品 を 作り 出し 
まじ た き 
好 利 用 魔 棄 物 創造 出 藝術 品 < 


< 避け ます 回 | (me 避 開 、 避 免 


・ そ こ は 危 険 た の で 避け て くだ さい 。 
那 選 入 危 険 ・ 請 避 開 


Z。 ブーム 加 (s」 熱 、 替 凍 と うー 。 
・ 日 本 で は 今 、 空 前 の 台湾 旅行 ブー- ム で す 。 ー 王 = 
日 本 現在 迎 来 前 所 未 有 的 台 漠 放 導 風 潮 生 


晴れ 図 !*」 隆重 ・ 盛 大 に キキ VN 


=A 
・ 間 は ご 生 に ご 放 の 呆れ です 7 二 二 S 因 2 竹 


明 天 是 一 生 一 次 的 重要 場合 に 


照 片 提供 共 NN- 】 


「 私 の 街 は こ こん な と こ 」 
営 地 人 親 口説 的 !「 我 的 家 卿 是 遺 様 的 地方 」 


在 台 滋賀 人 


M さ ん 
來 自 滋賀 上 炒 / 三 十 多 歳 居 住 台 油 八 個 月 日 文 老師 


いち ば ん お お 


滋賀 に は 、 日 本 で 一 番 大 き な 湖 、 琵 倒 湖 が 
あり ます 。 夏 は も ちろ ん 、 琵琶 湖 で 泳ぎ ます 。 
琵琶湖 の 北 、 湖 北 の 水 が と て も きれ いな の で 、 
そこ で 泳ぐ と と が 滋賀 民 の 党 識 。 大 人 に 
な っ て か ら も 、 琵琶 湖 の ほとり で 歓談 する こと も 数 知れ ず 。 滋 
賀 県 民 に は 、 溢 れん ば か り の 琵琶 湖 愛 、 郷土 愛 が あり ます 。 
滋賀 県 に 着い た ら 、 遊 覧 船 「 ミ シ ガ ン 船 」 に 乗っ て 、 船 上 


か ら 琵 琶 湖 を 楽 し ん で みて は いか が で し ょ うか 。 


滋賀 内 擁 有 日 本 最大 的 湖 泊 琵 琶 湖 一 到 夏 天 ・ 大家 都 會 
到 琵 琶 湖 渡 泳 > 琵琶 湖 的 北側 ・ 世 就 是 湖北 的 水 ・ 入 電 沼 ・ 所 以 
習 滋賀 人 面 言 ・ 在 那 神 洪 泳 叫 経 是 胃 以 為 常 的 事 ・ 即 使 長 大 成人 
後 ・ 也 経常 在 琵 琶 湖岸 司 翠 會 開 務 滋賀 双 的 居民 詩 琵 琶 湖 及 中 
片 土地 都 抱 有 濃 厚 情感 
滋賀 上 聴 時 ・ 不 妨 乗 池 遊 覧 船 「 密 西根 船 」 
大 賞 琵琶 湖 景色 < 


営 恋 造 き 


* 従 船上 


さむ の か ら 
さっ む お 寒い プ か っ ら 辛 い 
標準 語 : と て も 衣 い 


と て も 辛い 
意思 : 入浴 祖 天 


@ の 琶 人 湖 は 、 さっ む 店 い 
冬 天 的 琵琶 湖 入 准 


めっちゃ むっ か いや ん 


標準 語 : と て も 難しい 
意思 : 入 北 
了 れ と Ko 
* 中 国語 、 め っ ちゃ むっ か 
いや ん 。 
中 文 難 


で き ひ ん た 


標準 語 : で き な か っ た 
意思 : 無法 ・ 不 能 
すう が く も ん だ | 
* あ の 数 学 の 問題 
いか Pa 
那 道 委 學 問題 視 難 ・ 所 以 無法 回 


ぶつ か 


ーー 


[ り ) し お ” CD/MP3 25 正常 。 MP3 61 慢 束 


中 是 一 名 日 常 製 話 中 常 出現 的 慣用 語 ・ : 用 語 用 科 比 際 突 然 得 知 意 想 不 到 的 事情 
「 間 紳 」 意 為 睡 邊 時 的 耳 条 ・ 至 座 「 水 」 則 : 大 威 敬 放 < 
有 坪 種 認 法 ・ 一 説 為 「 洪 水 」・ 一 説 為 「 耳 | 中 名 慣 用 語 尚 有 「 青 天 の 回 条 」、「 吉 
休 進 水 」・ 普 記 旋 前 者 脱 法 比較 有力 ・ 古 か ら 李 」 ( 徒 草 業 中 突然 置 出 棒 子 ) 等 語 
代 防 災 措 放 選 不 膝 達 ・ 若 在 上 夢中 務 到 洪水 : 相 近 的 説法 ・ 難 然 也 用 来 形容 今 人 交 放 的 事 ・ 
来 攻 的 水 英 自然 描 手 不 及 ・ 因 此 ・ 中 名 慣 : 但 多用 於 負 面 事件 ・ 


せい て ん 。 へき れき 


⑥ あの 国民 的 アイ ドル グル ー プ が 年 末 を も っ て 解散 する な ん て 、 フ ァ ン に と っ て 「 耳 に 水 」 


那 個 國民 偶像 園 嶋 即 航 在 年 底 解 散 的 事 ・ 翌 歌 迷 価 来 説 簡 赴 是 「 晴 天 圭 居 」< 
重 申 軍 字 : も っ て 同 【 連 】 : 常 以 「 て を も っ て 」 的 句 型 使用 ・ 表 示 「 以 一 為 期限 」 之 意 < 男 有 「 以 一 方 法 」 ヽ 「 以 一 


状態 」 等 意思 * 


せん し ゅ らい げ つ た いか い さん か ね みみ みず に ちい け が お お も 
⑥ あの 選手 が 来 月 の 大 会 に 参加 し な いな ん て 「 緩 耳 に 水 」 だ 。 小 さい 怪我 だ た と 思っ て いた の が 、 
し ん さ つ うぅ じ つ こっ せつ 
診察 を 受け た あと で 、 実 は 骨折 し て いた こと が わか っ た 。 
那 位 選手 無法 参加 下 個 月 的 比 容 大 會 ・ 定 在 是 「 晴 天 串 選 」<・ 本来 以 為 只 是 小 傷 ・ 経 過 検 査 後 有 現 其 寅 是 骨折 < 


文法 焦 貼 : 動詞 た 形 名 詞 の 十 あ と で 、 …… ュー 之 後 


どう りょう て ん きん 
皿 同 僚 の 転勤 


爾 位 上 班 族 談 起 要 好 的 同 事 即 特 調 職 


本 前: 林 さ ん の お 別れ 会 、 行 きま ます よね 。 


地 全 ええ 、 も ちろ ん 。 で も …… 人 事典 動 が 多い 
時 期 た の は わか り ま す が 、 ま さか 転勤 に な 


本 前 : 僕 も そう 思っ て た ん で す よ 。 仕 事 も で き 
る し 、 み ん な に も 信頼 され て いる か ら 、 
きっ と 次 の 尋 長 に な る と 思っ て いま し た 


ね xss な 月 
ee 
補 上 本 当 、 本 当 。「 接 耳 に 水 」 で す よ ね 。 


まあ 、 も う 決 まっ た こと だ か ら 、 仕 方 な 
いで すね 。 お 別れ 会 で 元気 づけ て あげ ま 
し ょ う ! また 一 緒 に 仕事 で きる と 思い 
ます よ ! 


」 < 表示 前 名 事件 衣 生 後 ・ 後 句 所 述 潜 態 接 著 引 生 


3 西岡: 林 先 生 的 租 送 全 ・ 作 人 去 思 < : 
: 北川 : 明堂 然 嘘 ・ 不 過 …・ 如 然 知道 星人 事 異 : 


動 的 時 節 ・ 介 選 是 没 料 到 他 會 調 職 ……* : 


西岡 : 衝 也 毛 認 為 他 工 作 能力 好 ・ 又 受 天 大 


家 的 信任 ・ 我 時 以 為 他 一 定 就 是 下 任 的 課 : 
長 叫 … s 日 


: 北川 : 真 的 ・ 得 知 計 伯 事情 邊 中 「 晴 天 回 棒 」。 
3 西岡 : 喘 ビ 紀 決 定 的 事 ・ 世 角 法 了 失 送 全 


上 好好 劉 他 打 気 叩 ! 我 想 我 合 一 定 呈 能 一 : 
起 共 事 的 5 


欧 完 本 期 的 慣用 語 : 再 介 紹 一 句 
和 『! 水 』 有 開 的 慣用 語 叱 !「 星 の 面 


に 水 』 形 容 青 星 的 受 上 就 算 被 湊 到 水 
世 不 在 平 』 壮 有 周 意地 比 夫 他人 負 於 


此 責 宮 不 在 意 


53 
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《 本 月 主題 ) 介 紹 料理 方 法 


7 ウォー ミン グ ア ッ プ ! 


備 會 京 錠 只 ? 使用 日 文 介 紹 料理 方 式 時 ・ 人 知 道 該 如何 表 達 只 ? 


ノ 秘 み まし ょ う 


佐藤 先生 ( 小 粗 ) 窯 下 了 「 親子 井 」 的 料理 方 法 < 


ざい りょう 3 入 り ぶ ん 


材 料 (2 人 分 ) 

と り 。。。 に くい ちまい た ま 。 は ん ぶん さけ お お いち 一 お ぉ ーー に 
鶏 も も 肉 1 枚 、 玉ねぎ 半分 、 酒 大 さじ 1、 し ょ う ゆ 大 さじ 2、 
みず ひ や く ミリ リッ トル た まで さん こ は ん に ぜん 

水 100m | 、 卵 3 個 、 " 混 か い ご * 飯 2 膳 

っ < か た 

作り 方 


ざい りょう き と り 。。 に < ひと くち だ い き た ま うす き | 
① まず 、 材 料 を 切り ます 。 鶏 も も 肉 は 1 口 大 に 切り ます 。 玉ねぎ は 薄く 切り ます 。 
た ま ど い ま 
②③ 卵 を ボー ル に 入れ て 、 お まみ 


な べ と り に く た ま 


③ 次 に 、 鍋 に 時 肉 、 玉 ね ぎ 、 調味 料 を 入れ て 、 煮 ます 。 


@ 衝 内 の 名 が 変わ っ た ら 、 卵 を 入れ ます 。 
いっ ぷん に 
⑧ 角 火 に し て 、 鈴 の ふた を し て 1 分 くら い 系 ます 
は ん 


⑥ ご 般 の 上 (に ⑤ を 載せ ます 。 細 細く 切っ た 海苔 を 載せ て 食べ る と 、 お いし いで す 。 


食材 (2 人 位 ) 

難 腸 肉 1 隻 、 洋 意 半 占 清酒 1 大生 、 醤 油 2 大生 、 糖 2 小 騙 、 水 100 亭 井 、 難 重 3 吾 、 汐 熱 的 白飯 2 碗 
信 法 

① 首 先 ・ 先 慮 理 食材 > 般 難 肪 肉 切 成一 口 大 小 ・ 洋 意 切 総 * 

③ 第 難 雪 打 入 碗 中 提 拝 均 包 < 

@ 接 著 衣 難 肉 、 洋 意 調味 毅 料 放 入 鍋 中 束 調 

④ 堂 難 肉 時 現金 黄色 時 ・ 加 入 難 重 

③ 蓋 上 鍋 蓋 ・ 以 小 火 期 示 大 約 1 分 鐘 * 

船 歩 朋 ③ 盛 病 在 白飯 上 ・ 上 面 以 細 切 海苔 線 距 弘 ・ 會 更 加美 味 < 


文 / 澤 田 尚 美 老師 

曽 任 教 於 日 本 的 日 語 學 校 

目前 於 台北 教授 日 語 
答え : 


(一 省 平 ) > の 矛 胃 の 
( 間 合 ) 大 錠 二 ① 


中 秘 訣 : 野 錠 時 芝 見 的 詞 某 和 語 


| 
= デフ 4 


薄く 切る (@ 厚 く 切る ) T 口 大 に 切る 
薄 (る 厚 切 ) 切 成一 口 大 小 
[ 表 達 方 式 ] 


① 手順 を 言う と き : まず ~、 次 に 、 最 後に 。 説明 順序 時 : 首 先 、 再 最後 て ・ 
⑧ 作り 方 を 説明 する と き : 説明 料理 方 法 時 

例 ① : 野菜 を きれ い に 洗っ て お きま す 。 先 肌 某 清 洗 電 当 ・ 

例 @ : 水 が 沸 勝 し た ら 、 燃 を 入れ ます 。 水 沸 騰 後 ・ 加 入 類 條 ・ 
⑧ お いし く 作 る コツ を 紹介 する と き : 介 紹 和 理 小 技巧 時 

例 : ご ま 油 を 少し か ける と 、 和 天 り が いい で す 。 汐 上 少 許 芝 麻 油 ・ 剣 香 所 拉 鼻 ・ 


か 
う , 書き まし よう ! 請 有 人 下 料理 的 誠 久 方 式 ・ 「O] 
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し 人 記 和 人 街 pp >=>=o> > ml 


「 様 」「 さ ん 」 的 不同 


文 / 志 方 優 老師 旭 文 日 本 語 學 院 日 語 講師 圏 / 茶 樹 


「 ご さん 」 は 少し くだ けた 
「 様 」 に 


よ 。 
ん 」 是 比較 軽 野口 語 的 説法 ・ 
「 様 」 則 是 更 補 貌 的 説法 嘱 > 


ちな み に 「 さ ん 」、「 」 は 
基本 的 に は 名 前 の 後ろ に つけ る 
敬称 な ん だ けど ね 
順 芝 一 提 ・「ー さ ん 」、 
基本 上 是 附 在 名 字 後 面 的 
克 租 


| D) の pyA CD/MP3 26 正常 』 MP3 62 慢 束 


先生 、 職 場 で 「 お つか れ さ ん 」 と 言う 人 
と 「 お つか れ 様 」 っ て 言う が いる ん で す 
けど 、 ど う 進 うん で すか 。 
老師 ・ 在 職場 上 ・ 有 人 説 「 お つか れ さ ん 」・ 
又 有 人 説 「 お つか れ 様 」 路 禅 不同 上 ? 


』 | 背 邊 


ー 般 的 に は 「 お つか れ 様 」 と 言う ん だ けど 、 

「 お つか れ さ ん 」 と 言う と くだ けた 、 そ し て 親近 

の ある 感じ に な る ん だ 。 
通常 埋 説 「 お つか れ 様 」 
軽 野 親切 的 感 赴 明 


・ 但 「 お つか れ さ ん 」 則 給 人 比較 


ぼく 、 日 本 の その 言い 方 、 天 好き な ん で す 。 
だ っ て 受付 で 私 の こと 、「 王様 」 っ て 呼ん で くれ る ん 
で す よ 。 な ん か 偉く な っ た 気分 に な る ん で す ! 

我 非 常 喜 押 店 個 説法 ・ 因 為 在 橋台 的 時 候 ・ 我家 被 

稲 呼 為 「 王 様 」 * 感 赴 自己 成 視 偉 大 的 人 物 咽 ! 


大 家 可 能 學 過 「 ご さん 」 眼 「 て 様 」 的 硬 別 ・ 但 遺 條 説法 不 僅 用 於 尊重 他人 也 可 和 句 子 接 
貫 ・ 除 了 漫 午 中 的 「 お つか れ 様 」「 ご ち そ う 様 」 ( 史 能 了 )、「 お か げ 様 で 」 ( 託 窟 的 編 ) 等 語 
名 中 的 「 様 」 也 可 苦 換 成 「 さ ん 」・ 以 表 達 更 軽 取 親切 的 語 威 大 家 可 以 在 日 常 全 話 中 試 著 
玉 折 看 ・ 選 有史 基 用 到 「 様 」 的 慣用 語 名 嗣 


し ょ くば うけ つけ 
7. 職場 還る ) 職 場 ・ 工 作 場所 ィ 受付 [る 橿 台 
・ こ と こ が 私 の 職場 で す 。 <・ 受 付 は あちら に ご ざい ます 。 
遺 神 是 我 的 工作 場所 * 台 在 那 禅 * 
へ 。 か た 3 うさ 
2 くだ けた 言い 方 較 's 随意 的 説法 平 便 語 。 宇 粒 回 (a 固 モ 
・ く だ けた 言い 方 は 友達 や 家族 に 使い ます 。 < 被 は ある 中 東 の 国 の 王様 で す よ 。 
平 募 語 是 封 朋友 或 家 人 所 使用 的 < 他 是 某 個 中 東 國家 的 國 王 曜 * 


し ん きん か ん 
3. 親近 感 回 る) 親切 威 、 親密 威 


< 彼女 に は 親近 感 を 感じ る 。 
好 使 我 感 到 親 切 * 


ET 飲用 た SORRY PRTRTTTTTTTTTTTTTT 


た が さま ま ど お さ ま 
1. お 互い 様 彼 此 彼 此 3. お 待ち 遠 様 譲 災 久 等 了 
・ 困 っ た と き は お 稚 い 様 で す よ 。 ・ お 待ち 遠 様 で し た 。 
動け 合い まし ょ う 。 こち ら A 定 食 で ご ざい ます 。 
有 困 難 的 時 候 ・ 彼 此 彼 此 ・ 大 家 互 相 毛 忙 叩 < 譲 災 久 等 了 ・ 遺 是 A 褒 鶴 


2. お 気 の 購 様 真 不 率 真人 人 遺 伯 
( 表 達 説話 者 中 ・ 豆 有 問 抽 的 語 意 ) 


・ こ の 度 の 入院 は 、 本 当 に お 気の毒 様 
で し た 。 


忠次 訪 住 院 的 事情 ・ 真 念 人 威 到 下 乙 咽 < 


ECOUTTTEYYTTTYYYTTTYYYTTTKYYTLLKKTLLYYTI 
YO 


地 電 : 宮 義 市 國 華 街 245 臣 5 櫻 ( 西 市 場 5 櫻 ) 電話 : 05-2236700 分 機 3 EMAIL: jpinfo@shuwoon.com.tw 


職場 常識 百科 


日 本 職場 的 基本 常識 : 【K" 光 gm 
離職 時 的 材 節 


文 /Azumi 老師 ( 虎 安 寿美 ) : 文化 大 學 推 鷹 教 育 部 日 語 講師 
語文 中 心 日 語 講 師 ・ 資 深 日 語 教材 編 皿 


キャ リア アッ プ 、 家族 、 病名 会 社 や 同僚 と の 関係 な 
ど 、 い ろ い ろ な 理由 で 会 き 社 を 辞め る 決断 を する と き が 米 る か 
も し れ ま せん 。 どん な 理由 だ と し て も 、 F 満た 師 職 じたい で 
す よね 。 追 職 に つい て 視 叶 に 説 明 が ある 会 社 も ありま す 
が 、 追 職 手続 き は な か な か 質問 し に くい 話題 で す 。 今 回 は 、 
退職 時 の マナ ー を 紹 介し ます 。 

面 中 才 換 忠道 、 家 人 健康 因 素 公司 束 職 場 人 際 開 係 等 各種 因 
素 ・ 過 許 某 天 全面 臣 必需 捧 近 中 厨 生 職 的 時 刻 無論 何 種 原因 ・ 一 定 
都 希 望 能 周 清 虎 理 叫 ・ 有 天 企業 會 在 員 工 到 職 時 即 説明 離職 程 序 ・ 但 
名 理 上 職責 難 以 取 向 提 問 的 話題 ・ 本 篇 特 介 紹 光 職 時 的 補 節 ・ 


えん ま . 
キャ リア アッ プ / 韓 換 史 道 、 男 課 高 就 円満 / 画 清和 時 


PPEECCCOYTTTTYTTTYTTEYTOTEECCLLCUCUYYLTYYLLLLOLLLLYTTLCTTLLLTTLLTT 


| 掌 提要 早 


た いし ょ く 


。 辞め る 決意 が で きた ら 、 上 司 に 退職 の 意向 を 伝え まし ょ う 。 
決定 本 職 時 ・ 先 向 主管 表 達 本 意 ・ 


た いし ょ くね が い 


・ 退職 日 は 上 司 と 相談 し て 決め 、 決 定 し た ら 退 職 順 を 提出 し まし ょ う 。 
奥 主 管 計 論 離職 日 期 ・ 決 定 後 提出 書面 時 ・ 


・ 退職 日 まで に 、 し っ か り と 引き 継ぎ を し まし ょ う 。 
記 到 離職 日 前 夕 ・ 都 講 善 寺 美 地 玩 成 交接 工作 ・ 


ら 情報 の 持 ち 出し は 厳 覇 で すか ら 、 取り 扱い に つい て ト 司 に 確認 8 し まし ょ う の 8 
厳禁 生 資 料 文件 淀 走 ・ 應 向 主管 確認 如何 廣 理 ・ 


過半 HIHTTTITHTTIHIIIR 


ーー UE 


以下 為 石井 先生 向 主 管野 崎 課長 表 達 意 時 的 措 興 封 話 ・ 


: 是 的 ・ 其 近 可以 的 話 ・ 我 想 要 在 明 年 


: 遺 様 咽 …… s 真 可 惜 ・ 可以 任 職 到 年 


: 没 問題 ・ 
: 那 摩 ・ 到 離 職 前 就 萬 事 刑 託 了 ・ 我 支 


: 謝謝 候 赤 解 ・ 離 職 手 績 選 請 課長 多 多 


: あの 、 野 崎 課長 、 す み ま せ ん 。 ち ょ っ と よろ し いで すか 。 
し ん こく か お て ん し ょ く 
: どう し た ? 深刻 な 顔 し て 。 ま さか 、 転 職 ? 


: は い 、 実 は ……。 で きれ ば 来年 2 月 か ら シ ン ガ ポー ル の 会 社 に 移り た 


か ん が お し か ん し ゃ 
いと 考え て いま す 。 い ろ い ろ 教 えて いた だ いた こと 、 感 謝 し て いま す 。 


だ い 


じょう 


ざん ね ん お ね ん まつ ぶ 
・ そう か ……。 残 念 だ な あ 。 プ ロジ ェクト が 終わ る 年 末 ま で は 大 丈夫 ? 


・ は い 。 


た いし ょ く 


#: じゃ あ 、 人 退職 まで し っ か り 頼 ん だ よ 。 石 井 さ ん の チャ レン ジ 、 応 援 し 


て る よ ! 


た いし ょ く 


: あり が と う ご ざ いま す 。 退職 の 件 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


: 那 個 ・ 課 長 ・ 不 好意 思 ・ 方 便 打 援 一 下 咽 ? 
侍 : 湯 摩 了 ? 表情 那 磨 厳 臣 ・ 該 不 會 是 要 


提出 離職 ? 


二 月 到 新 加 越 的 企業 工作 ・ 課 長 指導 
了 我 許 多 事情 ・ 我 由 夷 感謝 ・ 不 過 我 
選 是 決定 ……・ 


底 専 案 結 東員 ? 


持 休 迎 接 新 的 挑戦 


協 助 ・ 


C.EHFETTNE 間 ID 


草 訪 他 人 的 読法 2 の 


若 女 准 入 日 本 公司 工作 ・ 或 結 交 了 日 本 朋友 ・ 大 家 開 係 好 之 後 ・ 可 能 有機 合 WCIPYZW 
受 泊 到 半 方 家中 作 客 ・ 比 時 ・ 訪 名 何 以 日 請 措 本 上? 本 期 特 旋 爺 介 紹 硬 訪 他人 
住家 時 的 相 開 用 語 ・ 一 起 來 光 習 省 旧 用 語 旬 叩 ! 


お 邪魔 し ます 。 
打 援 了 * 


か ま 
どう ぞ お 構い な く 。 
次 開 係 ・ 請 別 費 心 


素敵 な お も て な し を あり 
が と う ご ざ いま し た 。 
非常 威 謝 人 盛 情 款 待 


げん か ん ぐち 


玄関 口 で の 挨拶 


加藤 先生 和 川 上 先生 利用 條 日 曹 訪 上 司 森 。 の ey 


部 長 夫 妻 位 於 郊 還 的 住所 * 


加藤 : 


川上 : 


策 待 片 


人 


いら っ し ゃ い ! 


あい さ つ 


よい 、 遇 簡 び っ た り に 着い た ね 。 


訪 彰 する と き は 、 オン タイ ム より ちょ っ と 
い 「 ほ うがい いか ら 、 少 し だ け 待 と うか 。 
公 後 二 人 接 了 門 商 


わか み 


SHE 


ドア 開け ます ね 。 
お 待ち し て まし た 。 


きい た だ き 、 あ り が と う ご ざ いま 


は 一 い 、 


日 は お 拉 き 
7 


押 音 し い 挨拶 は な し で 、 と りあ え ず お 上 が 


りく だ さい 。 


あり が と う ご ざ いま す 。 お 邪魔 し ます 。 


C 但 、CD/MP3 29 正常 
MP3 6 慢 束 


ー 


・ 接 受 招待 時 的 慣用 語 


比 名 為 接 受 他人 招待 時 的 尼 用 語 後面 
可 接 績 「 奴 れ 入り ます 」 等 等 表 達 不 好 
意思 的 句 子 ・ 此 名 並 非 道教 ・ 是 表 達 
培 的 心情 其他 尚 有 
・ ご 招待 いた だ き 医 れ 入り ます 。 
相 営 感謝 恋 如 請 我 休 ( ・ 我 価 威 到 受 六 若 
驚 ) < 

2. お 邪魔 し ます 打 援 了 
此 句 為 進入 他人 住家 空間 時 的 本 儀 慣 用 
語 離 開 時 則 以 過去 式 時 態 表 達 : 
・ お 了 邪魔 し まし た 。 
今 天 打 援 災 了 ・ 


7. 遅い 回 図 〔 い を (時間) 史 的 的 
・ 朝 食 が 和 遅かっ た の で 、 お 昼 に な っ て 
も お 腹 が すか な い 。 
因 為 早 維 入 晩 ・ 所 以 到 了 中 午 肝 子 都 不 
鍼 
> 挨拶 a」 招 呼 ・ 問 人 
・ 彼 は 、 一 人 一 人 に きち ん て 挨拶 を し 
て か ら 会 社 を 辞め た 。 
他 向 毎 個人 打 過 招 呼 後 ・ オ 評 職 離 開 公司 


加藤 : 太 好 了 ・ 我 合 準 時 抵 達 了 * 
川上 : 章 訪 時 奥 基 準 時 到達 ・ 不 如 晩 馬 到 : 
比較 好 ・ 所 以 我 出生 等 一 會 見 叩 < : 


藤 : 午 安 ・ 我 人 是 加 月 川上 < 

大 : 好 的 ・ 馬 上 午 作 全開 門 

稚 迎 作 便 ! 入 期 待 征 位 的 到 

川上 : 今 天 竹 威 調 乱 激 請 我 全 3 
大 : 拘 護 的 問 候 基 先 省略 ・ 綿 之 請 先進 
來 思 < 1 
藤 : 調 謝 和 < 打 援 了 
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焦 距 


ー 


. 委 如 拒 細 封 方 款 待 時 的 説法 
此 殺 是 學 拒 的 慣用 語 ・ 例 名 設 宴 的 主人 
論 問 「 全 起 喝 呈 仕度? 惑 叶 仕 共 ? 」 
時 ・ 容 人 就 可以 中 欄 回 答 並 非 邊 的 要 
拒絶 抽 方 ・ 星 為 時 方 著 想 意 為 「 不 
用 客 気 ・ 障 意 就 好 」・ 其 他 説法 四 有 : 
・ ・ ど う ぞ お 気遣い な く 。 
パ 1 不用 那 度 太 類 * 
ht / に っ. 自 が な い 非常 喜 燥 、 著 
5 意 指 宮 玖 事 物 ・ 甚 至 到 了 狂 熱 的 程 
【 (a ae 
由 4 AE 度 * 除 了 前 示 語 意 以外 ・ 也 有 「 舞 間断 
お 土産 を 手渡 す ET 
・ 僕 の 彼女 は 、 甘 いも の に 自 が な い 。 
我 的 女 朋友 非常 喜 散 相同 * 


時 ルー 
人 
ES wp 
っ ae BS 0 ま 5 や い お [を 】 
上 の 三 : こち ら に どう ぞ 。 楽に し て て ね 。 今 、 お 茶 入 寺 目 回! 


・ 休 日 は 、 友達 と 遊び に 行き ます 。 
人 恨 日 我 會 朋 友 出 去 玩 
2. ささ や か ( な ) 回 em 
一 四 貼 (的 )、 細 微 (的 ) 


* 仕事 の 後 の ビ ピール は 、 日 常 の ささ や 


か な 喜び で す 。 
下 班 後 喝 的 唱 酒 是 日 常 生活 中 的 小 確 幸 < 


か と う じ た く まね 四 
藤 : こち ら と そ ど 目 宅 に お 招 きい た だ き 、 あり が PR 中 文 橋 齋 … の or 
と う ご ざ いま す 。 素敵 な お 家 で すね え 。 : 森 太 太 : 請 二 位 邊 神学 堂 自 己 家 ・ 軽 双 一 : 
ー Pd 5 踊 ・ 我 去 泡 個 茶 : 
間 : いや 、 田 舎 だ か ら 広い だ け だ よ 。 JUNB 人 4 生 人: 拉 和 < 
0 3 森 : 艇 凶作 = 不 好意 過 ・ 人 日時 議 作 : 
De 6 ら ぁゃ 合 大 老 吉 申 来 
川上 : ささ < す が = た : 
あの 、 さ さや か で す が 、 よ か っ た ら 如 し 上 3 加 馬 我 オ 要 有人 が 訴 計 生来 府 上 独 訪 ・ : 
が っ て くだ さ 美的 家 
me 3 礎 : 当 有 昌 ・ 因 為 在 郊 所 以 補 間 比 較 : 
大 昌 ・ 


IN 


ッ gc ら 2 加藤 我 人 人 * 


川上 : 那 個 ・ 是 一 馬 心 意 ・ 請 和 取 下 
森 : あり が と う ! 僕 は これ に 目 が な く て ね 。 
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いと ま 


暇 を 告げ る 


大 家 牟 了 幾 個 小 時 後 ・ 加 藤 先生 和 川 上 先 
生 準 備 要 告 夢 了 ・ 


只 : 楽し く て 、 つ い 長 居 を し て し まい まし た が 、 


馬主 


2 


中 いえ 生計 の 準備 も ある で し ょ うか ら 、 


加藤 : お 手製 の ケー キ も と っ て も お いし か っ た で 


ち そう さま 
す 。 ご 馳走 様 で し た 。 
Wo お 日 に っ た な 
も 遊び ば に いら し て くだ さい ね 。 


IF: あり が と う ご ざ いま す 。 


Play All 


CD/MP3 31 正常 
MP3 67 慢 束 


訂 : 今日 は 、 未 坂 な ぉ も て な し を あり が と うこ * ざ 


な ら よ か っ た で す 。 ま た いつ で 


ユ 


・ 告 爵 時 的 慣用 語 
此 句 為 「 帰 る 」 的 謙譲 語 通常 是 客人 
準備 告 誠 時 使用 ・ 其他 更 委 如 的 説法 
有 日 
・ そ ろ そ ろ お 暇 いた し ます 。 

我 差 不 多 該 告 退 了 


謝謝 他人 赤 待 的 説法 
此 句 意 在 表 達 寿 抽 方 的 款 待 其他 説 
法 有 : 
・ 先 日 は 温か く お も て な し いた だ き 、 
あり が と う ご ざ いま し た 。 
前 幾 天 非常 威 謝 人 的 熱情 吉 待 


重 虹 還 字 


ぼん 


し 晩 上 加 | () 晩 響 

・ お 和 さ ん 、 今日 は 同僚 と 約束 が ある 
か ら 晩 ご 飯 は いら な いよ 。 

婚 ・ 我 今 天 同 事 有 約 ・ 不 回 家 史 史 響 叫 
手製 町 手 仙 、 自 抽 


・ 祖 母 お 手製 の プリ ン は 、 市 販 よ り 
ずっ と お いし いで す 。 
宜 母 親 手 仙 的 布 丁 比 市 侍 商 品 美 味 多 了 


ユ 


い 


藤 : 真 是 太 開心 ・ 打 援 太 ス 了 ・ 我 問 差 
不 多 該 離 開 了 * : 
上 : 今 天 非常 威 訟 全盛 情 吉 待 8 
森 : 還 可 以 多 待 一 會 見 叩 別 急 著 離 開 ・ 
慢 慢 來 ・ 
上 : 不 ・ 起 必 恋 信也 要 準 備 史 的 了 ・ 
今 天 先 肝 到 語 提 ・ 先 告 酔 了 : 
藤 : 秋 親 手 燃 嬉 的 重 欄 也 非 常 好 喉 * 謝 
謝 招 待 ・ 5 
太 : 合集 例 的 口 味 就 好 ・ 下 次 午 迎 作 
何 随 時 來 玩 
上 : 謝謝 全 * 


@3 


Ag 日 語 検定 考 試 模擬 試 是 


JLPT 模擬 試 題 (N3) 


左記 iD 文字 ・ 語 拒 


問題 1 
の こと ば の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


_ 結婚 し て か ら 、 ほ と ん ど 毎 日 喧 議 し て いる の で 、 夫 と 離婚 し た く な り ま し た 。 


1. け っ こん 2. け つこ ん 3. り こん 4. り っ こん 
_ の 〇 今朝 、 う ち に 定期 を 忘れ た 。 

1. て き 2。 て で つ 者 3。 て っ き 4. て いき 
_  ③ ト マト は 冷蔵 庫 で 保存 する も の で すか が 。 

1. れ い ぞ うこ 2. れ いそ うこ 3. れ いそ こ 4. れ い ぞ う ご 


問題 2 
の こと ば を 漢字 で 書く と き 、 最 も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


_ の ④ 家族 で ディ ズ ニ ー へ 遊び に 行っ た と き に 、 食 事 代 を せつ や くす る 方 法 を まとめ て 


み ま し た 。 
1. 接 約 2. 切 約 3. 節 約 4. 説 明 
ほし 
③ 空 に は は た くさ ん の 星 が か が や いて いる 。 
1 . 輝 いて 2. 光 いて 3. 瞬 いて 4. 語 いて 
回 是 3 
( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 
⑥ アラ ー ム を 8 時 に ( ) 、 顔 を 洗い 、 歯 を 磨い た 。 
1 . つ け て 2. セ ッ ト し て 
3. ソ フト し て 4. あ け て 
みん し ゅ こっ か と う び ひょう けん リ ぎ む 
__ の 民 六 国家 で は 、( ) は 投票 する 権利 と 義務 が ある 。 
1. リ ー ダ ー 2. 首 相 3. マ スコ ミ 4. 国 民 
⑯ A「 じ ゃ 、 そ ろ そ ろ 帰 る ね 。」 
B「 も う ? ( ) 来 た ん だ か ら 、 も う 少 し いた ら どう ? 」 
1. 少 な く と も 2. す ぐ 3. せ っ か く 4. う っ か り 
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問題 4 
に 意味 が 最も 近い も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


⑨ この ラー メン は お いし く な か っ た 。 味 が し つこ か っ た 。 


1 . 味 付け が 薄 す ぎ た 2. 味付け が 濃 す ぎ た 
3. 味付け が 少し 濃かっ た 4 . 味 付け が 少し 薄かっ た 
_ 練習 を 繰り 返す と 、 日 本 語 が 上 手 に な る 。 
1 . 倫 度 も する 2. 一度 す る 3 一度 だ け す る 4. も う 一 度 する 


問題 5 
つぎ の こと ば の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


_ じろじろ 
1 . 他 人 を じろじろ 見 て は いけ な い 。 
2. 月 が じろじろ と 見 えて いた 。 
3. この 店 に は 高い 品物 が じろじろ 並ん で いる 。 
4. 曲 が っ て いた 線 を じろじろ 見 直し た 。 
_ ほぼ 
1. ク リス マス は ほ ば 仏教 の 行事 だ 。 
2. ビ ー ル も ほぼ で 、 飲 め る か な ? 
3. 約束 し て いな い の に 、 ほ ぼ 家 に 来 た 。 
4.. 一 日 休ん だ ら 、 風 邪 が ほぼ 治り まし た 。 


問題 1 
つぎ の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


⑱ 風邪 を 引か な い ( ) 、 電 車 に 乗る と き は マス ク を 付け る ( ) し て いる 。 


1. ら し く ノ よう に 2. よ うに ノ ら し く 
3. よ うに よう に 4. み た い に プ みた い に 
_  ⑳ 最近 は 、 メ ー ル ( ) LINE で 連絡 を と る 人 が 増え て いる 。 
1 . の か わり に 2. か わり に 3. に か わっ た 4. の よう に 
_  @ 電車 の 中 で は 携帯 電話 で (  ) 注意 され た 。 
1 . 話 さ な い の に 2. 話 す の に 3. 話 す よ うに 4. 話 さ な い よう に 
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か ん が 
ー  ⑲ 1. と 考え て くだ さい 


⑯ 来年 か ら (  ) 海外 に 住む つも り で す 。 


1. し ば らく 2. た ぶん 3. だ いた い 4. た いて い 


問題 2 
つぎ の 文 の _ 支 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 


⑰ 私 は ー 文 
1. 食事 2. 外 で 3. め っ た に 4. し な い 
⑱ トイ レ に 入る と 、 電 気 __ _ X な っ て いる 。 
1. よ うに 2. つ く 3. が 4 . 自動 で 
問題 3 _ 
つぎ の 文 意 を 読ん で 、 文 意 全体 の 内 容 を 考え て 、⑲ と ⑳ の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・ 
3・4 か ら 一 つえ ら び な さい 。 
めん だ ん 
面談 の お 願い 
は いけ い あお ば よろ こ 、 も う あぁ 


挫 北 普 葉 の 候 、 貴 社 に お か れ ま し て は ます ます ご 隆 励 の こと と お 宮 び 申し 上 げ 
ます 。 平素 より 格別 の ご 高配 を 賜 り 、 深 く 感謝 いた し て お り ます 。 

さて 、 弊社 で は イン ター ネッ ト 上 の 個人 情報 漏洩 対策 を 強化 し た い __。 今 、 
イン ター ネッ ト で は 、 コ ンピュータ ウィ ルス や ハッ キン グ な ど に よる 情報 漏洩 の 危 
険 が 多く 潜ん で いま す 。 

き し ゃ た いさ く うか が ぞ ん か っ 

つき まし て は 、 吐 社 の セキ ュ リ ティ 対策 に つい て お 話 を 伺 いた いと 存じ ます 。 勝 
る きょう し ゅ く ちか ち ぢ か て すう 
才 な お 願い で 窪 縮 で す が 、 近 々 一 当 よろ し いで し ょ うか 。 お 考 数 を お か けし ます 
が 、 ご 都合 の よろ し い 日時 を お 知ら せい た だ け ま す と 幸い で す 。 


取り 急ぎ 、 お 願い 申し 上 げ ま す 。 


. と 考 えて お り ます 


2 
3. と 考 えさ せ て いた だ きま す 4. と 考 えさ せ て いま す 
⑧ 1. お 訪ね に な っ て も 2. ご 訪ね に な っ て も 
3. お 訪ね し て も 4. 訪 ね て も 


問題 4 


つぎ の 文 意 を 読ん で 、 質 問 に 答え な さい 。 答え は 、 1・2・3・4 か ら 最も よい も の を 一 つえ ら 
びな さい 。 


すう ね ん ちゅ う が く し ゅ う が く り ょ こ う た いわ ん 。 えら 
ここ 数 津 、 日 本 の 中 高校 修学 旅行 移 に 、 台 注 を 選ぶ 学校 が 多く な っ て いる 。 
全国 修学 旅行 協会 が 報告 し た 2017 年 度 実 施 の 海外 教育 旅行 の 実態 と まとめ に よ 
い た いわ ん 
る と 


、1 位 は 台湾 で 19.7%、2 位 は シン ガ ポ ー ル で 17.1%、3 位 は オー ス IM24U 尼 6 
う が く り ょ こ うさ : 


で 9.7% で あっ た 。 ま た 、 修 光 旅 行先 に アジ ア を 選ぶ 学校 は 全体 の 6 割 強 で ある 。 
台湾 を 選ぶ 理由 と し て 挙げ ば られ て いる こと の 多く は 、 親 日 、 炎 全 、 気 候 が 洪 暖 、 食 事 
が お いし いな ど で あ る 。 

この 文章 の 内 容 に つい て 、: 正しく な い な い の は どれ か 。 
1 . 台湾 の 中 高校 生 は 日 本 へ 修 学 旅行 に 行き た いと 考 えて いる 。 
2. 修学 旅行 で 台湾 が 選ば れる 理由 は 食事 が お お いし いか ら で も ある 。 
3 
4 


比 
選 
に 
革 


か い が い きよ うい くり ょ こ う が く り ょ こ うさ 


育 旅 行 を 実 施す る 学校 が 選ぶ 修 浅 行先 の 1 仙 ま アジ ァ の 国 で ある 。 
外 教育 旅行 を 実施 する 学校 の 60% 程 度 が アジ ア の 国 を 修 学 旅行 先 と し て 選 


@Z 
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問題 5 


つぎ の 文 音 を 読ん で 、 質 問 に 答え な さい 。 答 え は 、1・2・3・4 か ら 最も よい も の を 一 つえ ら 
びな さい 。 


は ち み つ レ モン 水 の 作り 方 を ご 紹介 し まし ょ う 。 ま ず 、 擁 り 器 で レモ ン を 擁 り 、 
100cc の 水 の 中 に 大 さじ 1 杯 の は ち み つと 一 緒 に 入れ まし ょ う 。 そ し て 、 か き 混 ぜ て 


飲 な だ け で す 。 こ れ を 毎日 続け る と 疲労 回 復 、 美 肌 、 老 化 防止 の 効果 が で て きま す 。 
レモ ン に 含ま れる クエ ン 酸 は 、 疲 労 の も と と な る 乳酸 の 生成 を 抑え る 働 き が あり 
ます 。 ま た 、 脂 肪 や エネ ルギー の 代謝 を 助け る 効果 が あり 、 疲 労 回復 に 効果 が あり ま 
す 。 また 、 ク エン 酸 に は 、 ビ タ ミ ン C も 含ま れ て いる の で 、 肌 の 新 隙 代 調 を 活発 に し 、 
ラニ ン 公 素 の 洗 着 を 予防 し ます 。 さ ら に 、 ビ タ ミ ン C は 免疫 カカ を 上 げ る た め 、 老 
6 


の or ① レ モン を その まま 食べ る と 酸味 が きつ い の で 、 水 と 
は ち み つ を 混ぜ て 飲む と 効果 的 な の で す 。 は ち み つ レ モン 水 に は 、 こ ん な に 効果 が あ 
る こと は も うお わか り に な り ま し た ね 。 


② は ち み つ レ モン 水 を 飲み 続け て も 効果 が な い の は どれ か 。 


1 . 疲 労 回 復 
2. 老化 防止 
3. 美 肌 


に ゆう さん せい せい ぞう か 


4. 乳酸 生成 増加 


⑬⑧ ① 〇 レモ ン を その まま 食べ る と どう な る と 言っ て いる か が 。 


1 . 酸 っ ぱい 
2. 甘 い 

3. 辛 い 

4. し ょ っ ぱい 


問題 6 
つぎ の 昔 を 読ん で 、 質 問 に 答え な さい 。 答 え は 、 1・2・3・4 か ら 最も よい も の を 一 つえ ら 
びな さい 。 


や アニ メ な ど を 公開 し て いる イン ター ネッ ト サ イ ト が 
さく ひん 


可 を 得 ず に 泡 画 
質 な ケー ス は 、 発売 前 の 作品 を 無断 で 公開 し て いる も の 
が く 
額 を 


た すう そん ざい も っ と あく 


つ ぱ ん い : ヽ じょう 


も 】 
で ある 。 版 社 な ど は 被害 額 を 3000 億 円 以上 と 計算 し て いる 。 こ れ 以 上 、 被 害 
額 を 増やさ な いた め に も 上 悪 質 な 会 社 の イン ター ネッ ト サ イ ト へ の 通信 を 遮 過 する べき 


だ と 壮 張 し て いる 。 
し ゃ だ ん て ちょ さく けん し ゃ かい ぞ そく ば ん し て い 
遮 過 手 続き を と る 場合 、 著 作 権 者 が 海賊 版 サ イト の アド レス を 指定 し て 、 そ の イン 
レー NNE20S や の PE 凍 を 起こ さ な け れ ば な 
つう し ん が いし ゃ げん ざい し ゅ っ 版 社 に 上! りー ジム し ゃ 


ら な い 。 日 本 国内 に は 約 2 万 社 の 通信 会 社 が ある た め 、 現 在 、 出 版 社 は 通信 会 社 に 


さい ば ん けん と うち ゅ う 


こうせい ゆう し き し ゃ か い ぎ か い ぞ く 


また 、 出 版 社 、 3 法律 の 専門 家 な ど で 構成 され た 有識者 会 議 で は 、 海 


版 サ イト へ の 対策 を と る べき だ と いう 点 で 意見 は 一 致し た が 、 遮 断 に つい て は 、 
リ じん し けん リ げん ろ ん 


が いし ゃ ほう りつ 。 せん も ん か は ん た い と 
会 社 や 法律 の 専門 家 は 反対 し た 。 彼ら が 反対 し た 理由 は 、 個 人 の 知る 権利 や 言論 の 自 


ゆう し ん が い か の う せ い し ゃ だ ん 
侵害 する 可能 性 が ある か ら だ と し て いる 。 も し 遮断 が 認め られ た な ら ば 、 イン タ 


せ か い こん ら , 


ーネット の 世界 が 混乱 し て し まう こと も 理由 と し て 挙げ びている 。 


つう し ん 


ち 
致 
ゆう 
由 


ぶん し ょ う 


_  ⑳ こ の 文章 の 内 容 と 合う も の は どれ か 。 
1 . 発売 前 の 作品 を 不正 入手 し て 、 無 料 公開 し て よい 。 
し ゃ つう し ん が いし ゃ し ゅ っ ぱん し ゃ さい ぼん 
2. 2 万 社 の 通信 会 社 が 、 出 版 社 に 裁判 を 起こ し た 。 
ほう り 


3 . 法律 違反 が あれ ば 出 版 社 は すぐ に 違法 サイ ト を 遮断 で きる 。 
4 法律 違反 が あっ て も 出 版 社 は すぐ に 違法 サ イト を 借 断 で き な い 。 


問題 7 
つぎ の 支 避 は 、 美術 館 の 施設 ルー ル で ある 。 こ れ を 読ん で 、 下 の 質問 に 答え な さい 。 答 え は 、 
1・2・3・4 か ら 最 も よい も の を 一 つえ ら び な さい 。 
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し 


し ょ く 


WC 
し ょ く いん し ょ く て ん お よ 


に つ 
人 食物 の 持ち 込み は お 断 りさ せ て いた だ いて お り ま す 。 施設 肉 に は 飲食 店 太 び 食 
事 ス ペー ス が ご ざい ます の で 、 そ ちら を ご 利用 くだ さい 。 


に お 全 こ 


に も つ あず 
舎 物 の お 器 か り 

コイ ン ロ ッ カー を ご 利用 くだ さい 。 な お 、 貴 重 品 は お 預かり し て お り ま せん の で 、 
お 客 様 ご 自身 で 管理 を お 願い いた し ます 。 


けん 


危険 物 の お 持ち 込み : 
お 客 様 の 安全 の た め 、 入 口 で 手荷物 を 催 認 させ て いた だ いて お り ま す 。 危険 物 の 所 
持 が 和 傘 認 さ れ た 場合 、 施 設 内 へ の お 持ち 込み を 固く お 断 りさ せ て いた だ きま す 。 


向 


@ 内 容 と 合わ を いも の は どれ か 。 

1 . 危 際 物 が 持ち 込め を い の は 、 お 客 様 の 安全 の た めで ある 。 
生か ae 

3. コ イン ロッ カー は 設置 され て いる 。 


4. 施 設 内 に は 食事 スペ ー ス が ある 。 


問題 の Ozy 
開 是 1 で は 、 ま ず 質 問 を 財 い て くだ さい 。 それから 話 を 財 い て 、 半 題 。 ** 
用 紙 の 1 か ら 4 の 中 か ら 、 最 も よい も の を 一 つえ らん で くだ さい 。 
① ば ん 
ぶん ぼう ま ち が な お し りょう さ が 
1 . 文法 の 間違い を 直す 2. 資料 を 探す 


さん こう ぶん けん 


3. 参 考 文献 を つけ る 4. 何 も し な く て いい 


② ば ん 
1 . ホ ワイ ト ボ ー ド を 運ぶ 2. 資 料 を コピ ー す る 
3. 確 認 の メー ル を 送る 4. エ アコ ン を 入れ る 


form http://13DL.TO 
20 


っ 。 IE 
前 税 2 で は 、 ま ず 質 前 を 周 い て くだ さい 。 その あと 、 前作 抵 を 見 て くだ さい 。 読 
お 時間 が あり ます 。 そ れ か ら 話 を 聞い て 、 問 題 用 紙 の 1 か ら 4 の 中 か ら 、 最 も よい 

も の を 一 つえ らん で くだ さい . 


① ば ん 
や ま も と か と う わた な べ と みず 
2. 加 3. 渡 辺 4. 清 水 
②③ ば ん 
か いし ゃ めん せつ い そつ ぎょ うし き っ び よう いん し ご と ご 
1 . 会 社 の 面接 に 行く 2. 卒 業 式 に 行く 3. 美 容 院 に 行く 4. 仕 事 に 行く 
問題 3 。/ グ GEES ゆ 
間 題 3 で は 、 韻 題 用 紙 に 何 も い ん さ つ さ れ て いま せん 。 こ の 間 題 は 、 ぜ ん た いと し 『* 


し っ 


て どん な な いよ うか を 聞く 問題 で す 。 話 の 前 に 質問 は あり ませ ん 。 ま ず 話 を 聞い て 
くだ さい 。 そ れ か ら 、 質 問 と せん た くし を 聞い て 、 1 か ら 4 の 中 か ら 、 最 も よい も 
の を 一 つえ らん で くだ さい 。 


① ば ん 
還 4 / IEHgy 
も ん だ い と 、。 み 、、 し つも 人 ん さき 内 9 と な ん の MP3 71 慢 束 
問題 4 で は 、 え を 見 な が ら 質問 を 聞い て くだ さい 。 や じ る し (っ) の 人 は 何と 言い きき 
ます か 。 1 か ら 3 の 中 か ら 、 最 も よい も の を 一 つえ らん で くだ さい 。 

① ば ん 

15 / TE 
も ム だ い et だ い ょ うし な に 区 き 5 MM と 信 Mp3 72 居 ※ 
問題 5 で は 、 問 題 用 紙 に 何 も い ん さ つ さ れ て いま せん 。 ま ず 文 を 聞い て くだ さい 。 * 


それ か ら 、 そ の へ ん じ を 聞い て 、 1 から 3 の 中 か ら 、 最 も よい も の を 一 つえ らん で 
くだ さい 。 


① ば ん ② ば ん ③ ば ん 


メモ 


皇 書 : 噴 了 先生 
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語 検定 考 試 模擬 試 是 


問題 1 

① 3 ②③ 4 ③ 1 
問題 2 

⑨ 3 ⑤ 1 

問題 3 

⑯⑤ 2 の ⑦ 4 る 3 
問題 4 

⑨ 2 ⑯ 1 

問題 5 

⑯⑪ 1 4 


問 悪 1 

⑮ 3 ⑭ 1 ⑮ 4 ⑯ 1 
問題 2 

⑲⑰ 2 ⑲ 1 
問題 3 

2 ⑳ 3 
問題 4 

⑳ 1 

問題 5 

@ 4 @ 1 
問題 6 

⑳4 

問題 7 

@ 2 


回 是 

問題 1 

①③ 3 ② 3 

問題 2 

① 1 ③ 1 

問題 3 

①③ 4 

問題 4 

① 1 


問題 5 
①③ 2 ② 2 ③ 1 


お 願い し ます " 乗り 換え ます 
| 【 動 他 】 | 国 【 動 l 他 】 


ら あ 、 


、・ こ の 書類 を 日 本 語 に 訳す の を お 願い 。  ・ 渋 谷 に 行く に は 、 次 の 駅 で 乗り 換え ます 。 
” し て も いい で すか 。 


ベッ ド | あい さ つ 
hl【 名 】 幅 【 名 】 


| も た し あたら か | 。 か れ ひと り ひ と り あい きつ 
「・ 私 は 新 し い ベ ッ ド を 買い まし た 。 | ・ 彼 は 一 人 一 人 に きち ん と 挨 失 を し て 
: か ら 会 社 を 辞め た 。 


も らい ます 次 み ま す | 


4| 動 ! 他 】 | 4| 動 ! 他 】 


き みつ じょう ほう ぬ す 


| ・ 肥 達 か ら 誕生 日 プレ ゼン ト を も らい ・ な ん と 会 社 の 機 宮 情 報 が 容 ま れ ま し た 。 
ト まし た 。 1 


近い | 染み ます 
紀 【 ぃ 遇 、 回生 邊 


| ・ 会 社 は 、 自 包 か ら 近 い 場 記 に ある の で  ・ し じみ 汗 の 温 温 か さ が 身 に 染み て 、 益 が 
便利 で す 。 | 固 徐 し まし た 。 


長い | 生え ます 
思 【 い 形 】 | 還 動員 自 


| も た し か み 。 な が 。 じ ょ せ い この | 。 に わ ざっ そう は て い 1 
| * 私 は 髪 の 長い 女性 が 好み で す 。 : * 寿 に 雑草 が いっ ぱい 生え た の で 、 手 入れ 
1 :j し な いと 。 


乗り 換え ます お 願い し ます 
51【 動 昌 他 】 換 乗 ヽ 轄 車 [g]【 動 中 他 】 寿 託 委託 
・ 渋 谷 に 行く に は 、 次 の 駅 で 乗り 換え ま 、 ・ こ の 書類 を 日 本 語 に 訳す の を お 願い 
す 。 し て も いい で すか 。 
要 去 汰 谷 的 話 ・ 要 在 下 一 敬 韓 乗 < 能 不能 大 託 係 勤 我 把 遺 分 資料 翻 衣 成 日 文明 ? 
= や や … こ 、 、 開 _ SS ここ っ 、. マ 語 
あい 2 
ベッ ド 
1]【 名 】 招 呼 、 問 候 国 【 名 】 床 
・ 彼 は 、 一 人 一 人 に きち ん と 挨 拶 を し て | ・ 私 は 新しい ベッ ド を 買い まし た 。 
か ら 会 社 を 辞め た 。 我 買 了 新 的 床 


他 向 毎 個人 打 過 招 呼 後 ・ オ 酔 職 離 開 公司 


浴 み ます - も らい ます 
[4【 動 1 他 】 容 取 、 倫 次 4【 動 1 他 】 接 受 、 収 到 
・ な ん と 会 社 の 機密 情 報 が 容 ま れ ま し  ・ 友 達 か ら 誕生 日 プレ ゼン ト を も らい 
た 。 まし た 。 
公司 的 機密 資料 葛 然 被 容 取 了 < 我 従 朋友 那 神 収 到 了 生日 較 物 
トー ML __ _ '{'{〔9ーe。 4。』 ペ 
染み ます 近い 
引 【 動 自 】 港 透 、 活 楽 I2I【 い 形 】 近 的 | 
・ し じみ 汗 の 温 か さ が 身 に 染み て 、 疲労 。 ・ 会 社 は 、 自 宅 か ら 近い 場所 に ある の で | 
か 回 復 し まし た 。 便利 で す 。 | 
明 仔 味噌 湯 的 温暖 港 透 全身 ・ 譲 我 消除 疲 勢 了 < 公司 離 家 入 近 ・ 神 方便 < | 
ヒーーー ーーーーーーーー* | や ろ やこ 
に な が 
生え ます 長い 
引 【 動 | 自 】 生長 芝 式 II【 名 】 (距離 、 尽 寸 ) 長 的 
・ 許 に 竣 堂 が いっ ぱい 生 ぇ た の で 、 手 入 | 【 時 間 ) 長 久 的 
れ し な いと 。 ・ 私 は 髪 の 長い 女性 が 好み で す 。 
庭園 長 出 太 多 雑 草 ・ 不 整理 不 行 了 我 喜 散 頭 髪長 的 女 生 * 


4 


含み ます ゴー ト | 


i【 動 | 他 】 

: さけ 。。 じゅ っ パー セン ト ぶん 1 。 に と ぅ : 

時 と の 酒 は 1 0 % の アル コー ル 分 を 1 * 日 本 で は 今 、 空前 の 台湾 旅行 ブー ム で す 。 
含ん で いま す 。 


2 爽やか (な ) ジ 職場 | 


|【 な 形 】 | le| 【 名 】 


| ・ 今 萌 の 空気 は 殖 や か で 、 気持 ち が よ か っ た  ・ こ こ が 私 の 職場 で す 。 
で す 。 


ee 


ノ じ ハ \ と 4 


[gl 【 名 】 | ]【 名 】 


し ん きん か ん 。 か ん 


|・ 彼 女 は と て も 優し く て 、 軒 いや りか が ある |・ 彼 女 に は 親近 感 を 感じ る 。 
、 人 で す 。 | 


同時 に | 遅い 
回 語 。 回 回 【 い 


| ・ 彼 は 性 孝 な 医者 で ある と 同時 に 、 信 気 の ・ 朝 食 が 遅かっ た の で 、 お 昼 に な っ て も 
| 作家 で も ある 。 | お 腹 が すか な い 。 


避け ます 休日 | 


還 【 動 員 他 】 | [g]【 名 】 


| ・ そ こ は 芳 険 な の で 違 け て くだ さい 。 。  ・ 入 日 は 、 受信 と 藻 び (に 行き まま す 。 


ブー ム 含み ます 
1]【 名 】 熱 ヽ 熱 潮 4|【 動 | 他 】 包含 、 鍛 蔵 
・ 日 本 で は 今 、 空 前 の 台湾 旅行 ブー ム で ・ と の 酒 は 1 0 % の アル コー ル 分 を 
す 。 含ん で いま す 。 
日 本 現在 迎 来 前 所 未 有 的 台 沿 旅遊 風潮 * 遺 瓶 酒 的 酒精 含量 有 1096 < 
| 。 和議 LILLukukukskstst〔{〔qqX 
し ょ く 了 
爽やか (な ) 
I【 名 】 職場 2]【 な 形 】 清和 爽 ( 的 ) ヽ 爽快 (的 ) 
・ こ こ が 私 の 職場 で す 。 ・ 今 朝 の 空気 は 爽やか で 、 気 持ち が よかっ た 
遺 禅 是 我 的 工作 場所 で す 。 


今 天 早 上 的 空 矢 入 清 爽 ・ 譲 人 威 到 心情 愉悦 


し ん きん か ん 
親近 感 思い や り 
引 【 名 】 親切 威 、 親 密 感 9l【 名 】 開 懐 髄 訪 
・ 彼 女 に は 親近 感 を 感じ る 。 ・ 彼 女 は と て も 優し く て 、 思 いや り が ある 
好 合 屯 友 切 人 で す 。 
好 是 位 非常 温 柔 又 購 貼 的 人 < 
| 和 較 。 
る どう 
遅い 同時 に 
[ol2] 【 い 形 】 ( 時 間 ) 晩 的 、 遅 的 9] 【 連語 】 同時 、 既 一 又 て 
・ 朝食 が 遅かっ た の で 、 お 昼 に な っ て  ・ 彼 は 優秀 な な 医者 で ある と 同時 に 、 人 気 
も お 腹 が すか な い 。 の 作家 で も ある 。 
因 為 早 稚 入 晩 ・ 所 以 到 了 中 午 肝 子 都 不 人 < 他 既 是 位 優秀 的 腎 生 ・ 也 是 位 入 受 散 迎 的 作家 * 
| 3 罰 。 。 3 議 
きゅう じ つ に 、 さ の 
休日 、 避け ます 
I【 名 】 優 日 MI 


・ 休 日 は 、 友 達 と 遊び に 行き ます 。 ・ そ こ は 危 険 な の で 避け て くだ さ 
優 日 我 會 眼 朋友 出 去 玩 那 門 入 危 険 : 請 避 開 * 
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し 因 肖 // 有 一! 1」 上 昌 
贈 品 以 宮 物 為 準 ・ 如 有 奨 更 舟 芝 布 在 『 互 動 日 本 語 』Facebook 粉 弥 園 頁 面 


較 2019 年 10 月 足 NO.34 


基本 資料 Ai 
姓名 : 性 別 :[ 男 女 生日 : 民 國 年 月 日 
教育 程度 : |] 國 中 ( 含 以 下 ) [高中 [ 高 職 [専科 [| 大學 [研究 所 以上 
職業 : [|] 陶生 [] 服務 業 [] 値 播 [| 資 記 [| 自由 業 [| 軍 公 教 [] 出版 業 
し 其他 
電話 : (日 ) (手機 ) 
地 虹 [上 - 
E-mal (地域 請 填 郵 選 司 長 以 利 寄 送 ) 
満 意 度 調 査 
悠 取得 本 期 《( ラ イブ 互 動 日 本 語 》 的 方 式 是 : [| 訂 戸 ( 唱 學校 名 : 口 個人 ) [| 零 購 : 


候 購 買 プ 訂 開 本 雑誌 的 動機 是 ? ( 可 複 選 ) 
[工作 上 有 助 益 [主題 反 引 人 [個人 進修 [ 編 排 美 製 [] 封 面 吸引 人 
[ 因 座 日文 検定 考 試 [] 喜 愛 日 本 文化 [其他 


@ 修正 在 時 神 静 日 文 ? 


⑥ 本 期 《( ラ イブ モ 動 日 本 語 》 的 難易 度 持 災 面 言 : 
唱 太 難 有 時 難 | ] 適 中 [ 有 中 簡 還 大 簡 


⑥ 本 期 災 最 喜 攻 的 澤 元 是 : 
原因 : 


@⑥ 製 が が 本 期 雑 誌 内 容 ・ 候 是 否 有 任 何 建議 或 看 法 ? 


( 計 ( 人 導 ) 則 多 石堂 (人 導 ) 其 他 書店 量販 店 LveABC 官 綱 其他 ) 


@ 笛 於 光 確 功能 ・ 災 是 否 有 任 何 建議 或 看 法 ? 


@ 整 剛 面 言 ・ 候 寺本 期 (ライ ブ 互 動 日 本 語 》 的 漠 意 度 為 : 
[| 非常 清 意 [] 神 満 意 [ 満 意 [不満 意 [| 非常 不満 意 


寺 夫 回 函 後 可 郵 寄 到 105 台 北 市 松山 属 八 徳 路 三 段 32 跳 12 棲 ・ 或 億 眞 到 : (02) 2578-5800「 ラ イブ モ 動 日 本 語 編 幅 部 」 収 
也 可 掃 描 以 下 QR Code・ 線 上 堀 害 回 函 ・ 省 時 又 環 保 ・ 


営 填 褒 此 回 画 ・ 即 成 為 希 伯 才 股 倍 有限 公司 定員 ・ 並 永久 享有 會 員 椎 益 ・ 填 穴 回 函 代表 息 己 詳 聞 並 同意 下 列 蛋 款 : 為 提供 候 更 好 之 服務 ・ 項 伯 沸 股 傍 有 
限 公司 或 靖 係 企業 惑 合作 待 象 ・ 於 業務 推 展 之 必要 範 園 内 肥 業 務 推 謀 之 期間 及 地 域内 ・ 得 使用 本 人 所 提供 之 個 人 資料 ( 包括 個人 姓名 、 出生 年 月 日 教育 
職業 地震 e-mall・ 隊 絡 方 式 等 ) ・ 普 得 以 ( 包括 但 不 限 於 ) 融 送 座 告 活動 直 息 電話 行 千 等 重 行為 通 知生 相 闘 起 息 ・ 除 本 人 有 反 笛 之 表示 ・ 希 伯 
夷 股 傍 有 限 公司 得 於 本 刊行 期 間 及 地 攻 内 (興奮 員 有 交 期間 同 ) 肥前 開 目的 範 園内 ・ 利 用 本 人 所 提供 之 個 人 資料 ・ 希 伯 講 股 倍 有 限 公司 笛 所 葛 集 之 資料 
依 法 有 保 空 義務 ・ 本 人 有 随 時 請求 停止 邊 集 、 虚 理 利用 或 請求 劉 除 之 椎 利 ・ 句 理 方 式 為 電話 通知 客 服 中 心 (02) 2578-7838 慮 理 ・ 


勿 上 回 函 QR Code 


虹 日 紀 品 上 償 世 衝 穴 [ 田 講 ヽ 室 事 ] 


日 倫 及 2 


8'ON 甘 目 0L 圭 6L0Z 


008S-8ZSZ(Z0) : 翌 曹 靖 留 時 回 圭 音 食害 
「 絆 健 農 器 平日 條 互 - と と 」 圭 星 煙 ・ 侍 国 逢 門 細 括 湯 農 : 送 
席 湯 豆 喘 症 ナ 営 里谷 団 《 寺 平 日 太 互 と = 》 双 沈 贈 給 所 上 


ーー ーーーー 還 還 


喝 貼 郵 票 


希 伯 畜 股 倍 有 限 公司 


105 台北 市 松山 司 八 徳 路 三 段 三 十 二 足 十 二 榎 


5? 記 動 日 本 語 編 四部 収 


M 具 


養成 好 gE Pe 
= 品 品 為 玉子 打 造 未來 素養 
こと 旋 親 子 搭 影 響 橋梁 
に ーーー ーー 
決定 好 命 建 
/ バ 條 2 十 ロ HH 
品格 培養 不易 : 秀 是 成功 的 開 鍵 

人 的 外 在 行為 , 有 3096 是 先天 的 個性 : 
男 7096 是 在 生活 中 操練 的 品格 

美 國 國 家 科 學院 和英 國 愛 丁 人 大 學 都 
曽 信 研究 題 示 未 能 形 望 好 品 格 的 入 子 : 
長大 後 容易 有 健 康 或 経 注 危機 面 品格 佳 
的 琉 子 , 善 於 思考 成就 動機 高 < 
品格 培養 不易 : 必須 一 歩 一 歩 來 

在 内 在 個性 上 : 要 認 識 自己 的 熱情 夢 
想 並 肥 善 仙 好 能 寅 践 承諾 的 時 間 管 理 


在外 在 性 格 上 > 要 融 現 自我 的 性 格 傾向 
了解 胸 伴 的 需要 後 , 一 起 尋 求 暴 訪 


HLWH 1 層 ] 還 | 還 | 因 | 
itiiNlNNMMMMWNMNI 1 い A AA 
B )) ゝ 
た CRE 歓 名 参加 養成 好 品 格 系 列 課程 
ひぃ 0 ) 不 脱 離 、 不 半 避 ? ー デ アー 
@ 能 否 配合 各種 大 小 考 試 , 定期 訂 証 書 計 和書 ? 昌光 


e 能 否 快 涼 、 有 自 信 地 提出 世 回 答 他 人 的 問題 6 


ーー 
。 ? 
o 能 大 大 一 到 的 了 賞 時 人 人 的 優 人 秋 現 自我 国 合作 代 京 


@ 態 否 面 閉 性 子 理解 際 伴 何 的 観 軒 ? 


ド 島 於 交 更 多 朋友 並 綿 是 披 出 筑 廊 的 學 涯 工作 坊 : 
Re 国 了 全身 心 雪国 地 状 何 カ 


o 態 全 於 向 別人 尋 求 意見 ? 


基 人 MA 


FMY 


schoolliveabc.com 或 掃 描 QR Code 


開 課 日 期 奥 綱 路 報 名 Ei 


家 基 股 傍 有 限 公司 
105 台 北 市 八 徳 路 二 段 400 台 4 棲 ー 電話 (02) 7709-0990 億 真 (02) 2771-9528 


